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はじめに


この章では、ドキュメントのアクセシビリティ機能と、Oracle GoldenGate Studio Helpで使用されている表記規則について説明します。









ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWeb サイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポート契約がある場合には、My Oracle Supportを通して電子支援をご利用いただけます。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。










関連情報


Oracle GoldenGate製品のドキュメント・ライブラリは、次の場所にあります。

Oracle GoldenGate

Oracle GoldenGate Application Adapters

Oracle GoldenGate for Big Data

Oracle GoldenGate Director

Oracle GoldenGate Plug-in for EMCC

Oracle GoldenGate Monitor

Oracle GoldenGate for HP NonStop (Guardian)

Oracle GoldenGate Veridata

Oracle GoldenGate Studio

Oracle GoldenGateのベスト・プラクティス、記事およびソリューションを含む追加情報は、次の場所にあります。

Oracle GoldenGate A-Team Chronicles









表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。




	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。















1 Oracle GoldenGate Studioの概要


この章ではOracle GoldenGate Studioの概要を紹介し、内容は次のとおりです。

	
概要


	
どのように使用を開始するか












1.1 概要


Oracle GoldenGate Studioでは、大量かつリアルタイムのレプリケーションを設計してデプロイすることができます。表と列のマッピングを自動的に処理し、カスタム・マッピングのドラッグ・アンド・ドロップに対応しており、テンプレートからベスト・プラクティスの構成を生成することができ、状況依存ヘルプが用意されています。Oracle GoldenGate Studioを使用すると、初めてOracle GoldenGateを使用するユーザーでも最小限の操作でデータのレプリケーションを開始できる一方、経験のあるユーザーはGoldenGateの高度なレプリケーション・オプションを利用できます。初めてOracle GoldenGateを使用するユーザーは大した不明点もなくデータのレプリケーションを開始できます。Oracle GoldenGate Studioには次の機能が用意されています。

	
GoldenGateのベスト・プラクティスの設計を素早く作成、変更、検証、デプロイ、再利用。


	
データ・フローを1回定義するだけで、文字どおり何千もの場所にデプロイ。


	
データをグラフィカルにフィルタ、マップ、変換。


	
グローバルなルールと例外を適用。












1.2 どのように使用を開始するか



製品とドキュメントで使用される概念を理解するために、概念と用語と、プロパティ・インスペクタのオプションと、Oracle GoldenGateのコマンドおよびパラメータとの関係を先にお読みいただくことをお薦めします。

次の表に概略を示した基本的な手順を実行して、レプリケーションを作成およびデプロイすることもできます。







	タスクのロードマップ
	
まず、新しいデータベースとGoldenGate接続をグローバル・リソース・ライブラリに追加します。プロジェクトの理解を参照してください。


	
ウィザードを使用してプロジェクト、レプリケーション・ソリューション、およびデプロイメント・プロファイルを作成します。デフォルトでは、各ウィザードで次のウィザードが呼び出されます。ソリューションではReplicatプロセスを定義します。「Solution」ウィザードと「Deployment Profile」ウィザードには、事前構成されたテンプレートが用意されています。ソリューションの理解を参照してください。


	
ソリューション・オブジェクトは、レプリケーション・プロセスの論理ビューを記述するマッピング・グループを所有します。「AutoMap」または手動のマップ・スキーマ、表および列マッピング使用し、それらをレプリケーション・パスに割り当てます。マッピング・グループの理解を参照してください。


	
マッピング・グループを作成し、適切なレプリケーション・パスに割り当てます。ソリューション・マッピング・グループはそのソリューションの複数のレプリケーション・パスで再利用でき、グローバル・マッピング・グループはプロジェクト全体の複数のレプリケーション・パスで再利用できます。マッピング・グループの理解を参照してください。


	
Oracle GoldenGateのオプションとパラメータを追加、削除、微調整します。プロパティ・インスペクタの使用を参照してください。


	
ソリューションをオンラインでライブOracle GoldenGateインスタンスにデプロイするか、パラメータおよびOBEYファイルをローカルで生成して手動でデプロイします。デプロイメント・プロファイルの理解を参照してください。


	
追加の物理リソースを定義し、グローバル・リソース・ライブラリからデプロイメント・プロファイル・ダイアグラムへのドラッグ・アンド・ドロップ操作でデプロイメント・プロファイルに割り当てます。デプロイメント・プロファイルの理解を参照してください。


	
また、ソリューションは、特定のReplicatデプロイメントの物理属性を記述するデプロイメント・プロファイルを1つ以上所有します。デプロイメント・プロファイルは複数作成できます。たとえば、1つのソリューションの開発、テスト、本番でプロファイルを別個にできます。デプロイメント・プロファイルの理解を参照してください。


	
すべての物理プロセスを開始、停止、監視します。Monitoringを参照してください。


	
デプロイメント履歴情報を表示します。デプロイメント・プロファイルの理解を参照してください。


	
ソリューションとマッピングをXMLファイルにエクスポートします。これは、Oracle GoldenGate Studioユーザーがインポートできます。プロジェクト・ナビゲータの使用を参照してください。















2 インタフェースの使用方法


この章では、Oracle GoldenGate Studioのユーザー・インタフェースについて説明し、内容は次のとおりです。

	
ユーザー・インタフェースの基本の理解


	
プリファレンスの設定


	
プロジェクト・ナビゲータの使用


	
エディタ領域の使用


	
リソース・ナビゲータの使用


	
プロパティ・インスペクタの使用












2.1 ユーザー・インタフェースの基本の理解


Oracle GoldenGateには、高度に最適化されたユーザー・インタフェースが用意されており、Oracle GoldenGateレプリケーション・ソリューションの作成、変更、デプロイを簡単に行うことができます。

表示可能なセクションが2つあり、Oracle GoldenGate Studioを起動すると表示されます。左側のプロジェクト・ナビゲータと、右側の「Start Page」です。

このガイドの画面は、使用されているスキンやアイコンによって、実際の実装とは異なることがあります。違いはいずれも表面上のものです。


図2-1 Oracle GoldenGate Studioのメイン・ウィンドウ

[image: Oracle GoldenGate Studioのメイン・ウィンドウ]


インタフェースには、タブ付きのエディタ領域があり、他のウィンドウの一部が表示されています。GoldenGateのレプリケーション・ソリューションを設計してデプロイする際、エディタ領域で使用される主なウィンドウは次のとおりです。

	
プロジェクト・ナビゲータ


	
リソース・ナビゲータ


	
プロパティ・インスペクタ


	
コンポーネント・ウィンドウ


	
ログ・メッセージ・ウィンドウ


	
セキュリティ・ナビゲータ




[Tab]キーを使用してコンポーネント内でフォーカスを変更したり、キーボードのショートカット[Ctrl]+[Tab]を使用して異なるコンポーネント間のフォーカスを変更することもできます。





2.1.1 Oracle GoldenGate Studioリポジトリ・ログイン



これは、Oracle GoldenGate Studioへの接続に使用します。必要な接続情報は次のとおりです。





	
LoginName: リポジトリに定義されているログイン名。


	
User: Oracle GoldenGate Studioのユーザー名。


	
Password: Oracle GoldenGate Studioのパスワード。




「New」をクリックすると、新しいOracle GoldenGate Studioログインが作成されます。最初のリポジトリ接続定義を保存するとき、セキュア・ウォレットを使用して保存できます。セキュア・ウォレット自体がパスワードで保護されます。

既存のOracle GoldenGate Studioログインを変更するには、「Edit」をクリックして、リポジトリ接続情報エディタを使用します。

現在のログイン定義をコピーするには、「Copy」をクリックします。

現在のOracle GoldenGateStudioログインを削除するには、「Delete」をクリックします。

リポジトリ・データベース表の詳細は、SNP_REV表のリファレンスを参照してください。


注意:

パフォーマンスの向上を図るためには、リポジトリ・データベースが、Oracle GoldenGate Studioを使用しているマシンと同じLANにある必要があります。











2.1.2 メニュー・オプション


Oracle GoldenGateで使用できるメニュー・オプションは、次のとおりです。





2.1.2.1 「File」メニュー


このメニューは主に、次のようにファイル関連の操作に使用します。

	
New: プロジェクト、ソリューション、デプロイメント・プロファイル、マッピング・グループ、データ・サーバー接続、Oracle GoldenGate接続、グローバル・マッピング・グループを新規作成します。


	
Open: ファイルを開きます。


	
Close: ファイルを閉じます。


	
Close All: 開いているエディタ・タブをすべて閉じます。


	
Delete: 現在選択されているオブジェクトを削除する場合に使用します。何も選択されていない場合は、グレー表示されています。


	
Save: 現在のエディタ・タブで行った変更を保存します。


	
Save All: 開いているすべてのエディタ・タブで行った変更を保存します。


	
Page Setup、Print、Print Preview、Print Area: 印刷オプションを設定します。


	
Exit: Oracle GoldenGate Studioを終了します。










2.1.2.2 「Edit」メニュー


「Edit」メニューは主に、ローカルで生成したパラメータおよびOBEYファイルを編集する際に使用します。これらのファイルに対する変更は、リポジトリでは保持されず、次にファイルが生成されたときに上書きされます。次の機能があります。

	
Cut: 選択した項目を切り取る場合に使用します。


	
Copy: 選択した項目をコピーする場合に使用します。


	
Paste: 選択した項目を貼り付ける場合に使用します。


	
Delete: 選択した項目を削除する場合に使用します。


	
Duplicate Selection: これはグレー表示されています。


	
Multi-Cursor: マルチカーソル機能を有効にする場合に使用します。このメニューは、テキスト・ファイルをエディタで開くと使用できます。


	
Select All: 開いている画面の項目をすべて選択します。


	
Block Selection: テキスト・ブロックを選択する場合に使用します。このメニューは、テキスト・ファイルをエディタで開くと使用できます。


	
Properties: 項目のプロパティ・インスペクタを開きます。










2.1.2.3 「View」メニュー


「View」メニューは主に、ツールバー、ステータス・バー、および関連する表示領域を表示する際に使用します。次の機能があります。

	
Editor: エディタのオプションを表示する場合に使用します。


	
Show Toolbars: 「Main」、「Code Editor」、「Properties」、「Structure」などのツールバーを表示します。


	
Show Status Bar: ステータス・バーを表示します。


	
Refresh: 表示領域をリフレッシュします。エディタ・タブでリフレッシュを実行すると、前回保存したコピーに戻っていいかどうかを確認するダイアログ・ボックスが表示されます。元に戻す機能のかわりに使用できます。


	
Full Screen: 製品を全画面モードで表示する場合に使用します。


	
Show Only Editor: エディタ領域のみを表示します。










2.1.2.4 「Search」メニュー


「Search」メニューは、Oracle GoldenGate Studioで項目の検索に使用します。使用可能なオプションは、次のとおりです。

	
Find: 特定の項目を検索します。


	
Find Next: 特定の項目が次に出現する箇所を検索します。


	
Find Previous: 特定の項目が前に出現する箇所を検索します。










2.1.2.5 「Diagram」メニュー


「Diagram」メニューは、ダイアグラムの表示と最適化に使用します。このメニューは、ソリューション・エディタまたはデプロイメント・プロファイル・エディタを選択しているときにのみ表示されます。オプションは次のとおりです。

	
Generate GoldenGate Files: GoldenGateファイルを生成する場合に使用します。指定する場所は、この操作を完了するために存在する必要があります。


	
Deploy: ソリューションをデプロイする場合に使用します。デプロイメント・アクションのステータスは、メッセージ・ログに表示されます。オフライン・デプロイメントは、ソリューション・レベル、Oracle GoldenGateインスタンス・レベル、ホスト・レベル、およびプロセス・レベルで実行できます。このオプションが有効になるのは、Oracle GoldenGateインスタンスが実際のOracle GoldenGateインスタンス・リソースと関連付けられている場合のみです。


	
Validate Deployment Profile: デプロイメント・プロファイルを検証する場合に使用します。検証では、データベース固有のオプションが誤って使用されていないかどうかを確認します。

たとえば、GoldenGate接続でデータベースがOracleであると指定しているのにSQL Serverへのデプロイメントを試行している場合、検証時にはGoldenGateインスタンスに接続するので、統合キャプチャなどOracle固有のオプションが使用されている場合には警告がメッセージ・ログに表示されます。


	
Synchronize Profile with solution: デプロイメント・プロファイルをソリューションと同期させる場合に使用します。このオプションが有効になるのは、プロファイルがソリューションと同期していないときのみです。


	
Start: 選択したプロセスを開始する場合に使用します。


	
Start...: 追加のオプションを指定して、選択したプロセスを開始する場合に使用します。


	
Stop: 選択したプロセスを停止する場合に使用します。


	
Kill: 選択したプロセスを強制終了(終了)する場合に使用します。


	
Optimize Graphic Size: グラフィック要素の最適なサイズを設定します。


	
Bring to Front: 選択したグラフィックを最前面に移動します。


	
Send to Back: 選択したグラフィックを最背面に移動します。


	
Zoom: 選択したグラフィックを必要なズーム・レベルに変更します。定義されたズーム・レベル、ズーム・イン、ズーム・アウトを選択するか、ウィンドウに合せるか、選択したレベルにズームします。










2.1.2.6 「OGG」メニュー


「OGG」(Oracle GoldenGate)メニューには、次のコマンドがあります。

	
Connect: リポジトリに接続します。


	
Disconnect: リポジトリから切断します。


	
Repository Information: Studio接続とデータベース接続に関する詳細な情報を表示します。Studio接続には、リポジトリの作成時に定義した、Studioのログイン名とパスワードが含まれています。1つのアカウントにSUPERVISOR権限を設定して、他のアカウントをスーパーバイザ以外に設定できます。SUPERVISORは他のユーザーを作成および変更できます。データベース接続には、リポジトリ・スキーマのデータベース・ユーザー名とそれに対応するパスワード、ドライバ名(常にoracle.jdbc.OracleDriver)およびJDBC URLが含まれます。


	
Change Current User’s Password: 現在のユーザーのパスワードを変更するために使用します。ユーザーは既存のパスワードと新しいパスワードの両方を入力する必要があります。


	
Solution: ソリューションのすべてのプロファイルを同期します。


	
Deployment: オンライン・デプロイ、オフライン・デプロイのためのOracle GoldenGateパラメータとOBEYファイルの生成、およびデプロイメント・プロファイルの検証に使用します。










2.1.2.7 「Tools」メニュー


「Tools」メニューには、次のコマンドがあります。

	
Preferences: プリファレンスを設定します。詳細は、プリファレンスの項を参照してください。










2.1.2.8 「Window」メニュー


「Window」メニューは、エディタ内で様々なウィンドウを表示する際に使用します。使用可能なオプションは、次のとおりです。

	
Projects Navigator: プロジェクト・ナビゲータ・ウィンドウを表示する場合に使用します。使用可能なプロジェクト、ソリューション、デプロイメント・プロファイルおよびマッピング・グループをすべて表示できます。


	
Security Navigator: セキュリティ・ナビゲータ・ウィンドウを表示します。

スーパーバイザ以外のユーザーに対してはグレー表示されます。
	
Components: コンポーネント・ウィンドウを表示します。コンポーネントが表示されるのは、ソリューション・ダイアグラム・エディタを選択したときのみです。


	
Extension Diagnostics: 拡張ログを表示する場合に使用します。


	
Log: ログ・メッセージ・エクスプローラを表示します。


	
Properties: プロパティ・ナビゲータ・ウィンドウを表示します。


	
Resources: リソース・ナビゲータ・ウィンドウを表示します。主なコンポーネントは、グローバル・マッピング、OGGインスタンスおよびデータベース接続です。


	
Structure: 現在選択されているデータの構造表現を表示します。「Structure」ウィンドウが有効になるのは、ソリューションおよびデプロイメント・プロファイルのダイアグラムを選択したときのみです。


	
Thumbnail: 現在のダイアグラムを表すサムネイルを表示し、ダイアグラム上の特定の要素に素早く移動できます。


	
Configure Window: このメニュー項目には、最小化、最大化、フロートなどウィンドウの動作を設定するサブメニュー項目の一覧があります。


	
Reset Windows To Factory Settings: ウィンドウをデフォルトのレイアウトにリセットします。


	
Assign File Accelerator: ファイル・アクセラレータを割り当てる場合に使用します。


	
Close Profile profile name: アクティブなウィンドウを閉じる場合に使用します。このメニュー項目は選択内容によって異なります。


	
Close All Documents: エディタ内で開いているドキュメントをすべて閉じます。


	
Close other documents: 他のドキュメントを閉じます。


	
Documents: 使用可能なすべてのドキュメントをリストするドキュメント・ウィンドウを表示します。特定のドキュメントへの切り替え、ソート、保存ができ、ドキュメントを閉じることができます。










2.1.2.9 「Help」メニュー


「Help」メニューには、次のオプションがあります。

	
Search: オンライン・ヘルプ・システムを検索します。


	
Table of Contents: オンライン・ヘルプ・システムの目次を表示します。


	
Documentation Library: 関連ドキュメントへのリンクがあるブラウザ・ウィンドウを開く場合に使用します。


	
Start Page: Oracle GoldenGate製品の情報ページを表示します。このページから、チュートリアルとヘルプ・トピックを調べることができます。


	
OGG Studio Forum: Oracle GoldenGate Studioのフォーラム投稿へのリンクがあるブラウザ・ウィンドウを開く場合に使用します。


	
Oracle Technology Network: Oracle Technology Networkへのリンクがあるブラウザ・ウィンドウを開く場合に使用します。


	
About: バージョン情報がある「About」ダイアログ・ボックスを表示します。
















2.2 プリファレンスの設定


環境、参加の動作、表示など、Oracle GoldenGate Studioのプリファレンスを設定できます。

このウィンドウの主なコンポーネントは、次のとおりです。

	
Environment: UNDOレベル、ナビゲーション・レベルおよびルック・アンド・フィールを設定します。警告メッセージはすべて、ここからリセットできます。

	
Log: 各アクティビティはログに記録されます。ログ・ファイルを保存するディレクトリ、ログの最大行数、ログの色などのオプションを設定します。





	
Audit: これはグレー表示されています。


	
Code Editor: エディタを開く場合に使用します。


	
Database: 各種のデータベース・オプションを構成します。登録されているドライバのリストからJDBCドライバを選択する、新しいドライバを追加する、または既存のドライバを削除することもできます。


	
Diagrams: ダイアグラムのオプションを設定します。

	
Annotation: 色やフォントなど、注釈のオプションを設定します。





	
Parameter Editor: パラメータ・エディタを開く場合に使用します。


	
Web Browser and Proxy: Webブラウザ、プロキシ設定およびインターネット・ファイルを構成します。

	
Web Browsers: デフォルトのWebブラウザを設定します。


	
Proxy Settings: プロキシなし、システム・デフォルトのプロキシ、自動プロキシ設定、手動プロキシ設定など、プロジェクトのオプションを構成します。


	
Internet Files: Cookieの有効化と、既存の全Cookieのクリアに使用します。











2.2.1 プリファレンスの設定方法



プリファレンスを設定するには、次の手順を実行します。




	Oracle GoldenGate Studioウィンドウで、「Tools」 > 「Preferences」に移動します。
	各項目を、必要に応じて変更します。











2.3 キーボードを使用したナビゲーション


次の項では、Oracle GoldenGate Studioでカーソルを移動する一般的な方法について説明します。





	
カーソル制御


	
ボタンの操作


	
チェック・ボックスの選択


	
ドロップダウン・リストおよびコンボ・ボックス


	
リスト・ボックス


	
ラジオ・ボタン


	
シャトル


	
スライダ


	
スピン・コントロール


	
テキスト・フィールド


	
複合コントロールのナビゲート






詳細は、OLINK:OJDUG172を参照してください。











2.4 プロジェクト・ナビゲータの使用


プロジェクト・ナビゲータは、既存のソリューションとソリューション・コンポーネント、たとえばデプロイ・プロファイルやマッピング・グループを参照して選択する際に使用します。アクティブなプロジェクトすべてのリストが、「Project」ドロップダウン・オプションに表示されます。現在のプロジェクトをリフレッシュするには、「Refresh Projects Window」ボタンを使用します。


図2-2 プロジェクト・ナビゲータ

[image: プロジェクト・ナビゲータ]


「Project Menu」メニューを使用して、プロジェクト関連の次のタスクを実行できます。

	
Open project: 現在選択されているプロジェクトのエディタを開きます。プロジェクトが選択されていない場合は、グレー表示されています。


	
New project: 新しいプロジェクトを作成します。


	
Duplicate project: 既存のプロジェクトを複製し、複製後に編集します。


	
Delete project: 既存のプロジェクトを削除します。


	
Import project: Oracle GoldenGate StudioからエクスポートされたプロジェクトXMLファイルをインポートします。


	
Export project: プロジェクトをXMLファイルにエクスポートします。












2.5 エディタ領域の使用


エディタ領域は、物理デプロイメント・プロファイル用の物理オブジェクトとともに、論理レプリケーション・ソリューションの編成とフローを視覚化するために使用します。ドラッグ・アンド・ドロップ操作で、データ・サーバーやレプリケーション・パスのコンポーネントを視覚的に追加し、ソリューションを発展させることができます。デプロイメント・プロファイルのアーキテクチャを変更するには、デプロイメント・プロファイル・ダイアグラムでレプリケーション・パスの一部を選択し、プロパティ・インスペクタから必要なアーキテクチャ・テンプレートを選択します。

ソリューション・エディタにもデプロイメント・プロファイル・エディタにも、「Overview」タブがあります。ソリューションの「Overview」タブには、ソリューションの定義と説明があり、そのソリューションに関連するすべてのデプロイメント・プロファイルのデプロイ・サマリーがあります。デプロイメント・プロファイル・エディタの「Overview」タブには、デプロイメント・プロファイルの説明、このプロファイルのみのデプロイメント履歴、監視およびデプロイメント構成オプションがあります。









2.6 リソース・ナビゲータの使用


リソース・ナビゲータは、グローバルなリソース・ライブラリであり、次のような使用可能なリソースがすべて表示されます。

	
Big Data System: 使用可能なすべてのビッグ・データ・システム。


	
Database: 使用可能なすべてのデータベース。


	
Global Mapping Group: グローバル・マッピング・グループは、あらゆるプロジェクトで任意のソリューションのレプリケーション・パスに割り当てることができます。プロジェクト・ナビゲータでソリューションに対して作成されるマッピング・グループは、グローバル・マッピング・グループにコピーすることも、レプリケーション・ナビゲータで直接作成することもできます。


	
Oracle GoldenGate Instance: 使用可能なOracle GoldenGateインスタンス。




リソース・ナビゲータは、次のように表示されます。


図2-3 リソース・ナビゲータ

[image: リソース・ナビゲータ]


新しいグローバル・リソースを追加するには3つの方法があります。いずれかのタイプのリソースが追加されていない場合には、リソース・ナビゲータのツールバーで「New」ボタンを選択して追加するか、Oracle GoldenGate Studioのツールバーで「New」ボタンを選択する、あるいは「File」メニューの「New」を選択してから、追加するリソース・タイプを選択します。リソース・タイプがすでに追加されている場合には、リソース・カテゴリを右クリックして新しいリソース・タイプを選択します。プロジェクト・ナビゲータでマッピング・グループを右クリックし、「Copy to Global Resource Library」を選択して、グローバル・マッピング・グループを追加することもできます。


図2-4 リソース・ナビゲータでの新しいリソースの追加

[image: リソース・ナビゲータでの新しいリソースの追加]


既存のリソースのプロパティを変更するには、「Properties」コンテキスト・メニューを使用します。キーボードのショートカット[Ctrl]+[Tab]を使用してリソース・ナビゲータに移動し、[Tab]キーと矢印キーを使用して特定のリソースを選択し、[Shift]+[F10]を使用してコンテキスト・メニューを表示することもできます。





2.6.1 新しいデータベース接続の追加


新しいデータベース接続を使用するのは、表メタデータで表マッピングを容易にするためだけであり、キャプチャや適用のプロセスで使用される接続を定義するためではありません。キャプチャおよび適用の接続は、デプロイメント・プロファイルのプロパティ・インスペクタで定義します。


「New Database Connection」ウィザードは、次のように表示されます。


図2-5 New Database Connection

[image: New Database Connection]


	
リソース・ナビゲータ・ウィンドウで、リソース・タイプとして「Database」を選択し、右クリックして「New Database Connection」を選択します。


	
「New Data Server Connection」ウィンドウで、次の内容を追加します。

	
Connection Name: 新しい接続の名前。リソースは、ここに示される名前でリソース・ナビゲータに表示されます。


	
Connection Type: 接続タイプは、Oracle (JDBC)、Generic JDBC、MySQL、SQLServer、DB2 UDBおよびTeradataです。接続を作成した後のデータベース・タイプの変更はサポートされていせません。


	
データベースに接続する「User name」と「Password」。接続を作成する際に「Save Password」チェックボックスのチェックを外した場合は、リポジトリへの再接続時に「Database」ノードを展開するとき、データベース接続の下にあるノードすべてを表示するためにパスワードの入力が必要になります。


	
SYSDBAまたはSYSOPERのロール。この値は、ユーザーがSYSではない場合、空白のままにしておくことができます。そうでない場合は、ロールを選択する必要があります。


	
JDBC設定。

デフォルトでは、Oracle、MySql、SQLServer、Informix、SybaseおよびDB2 UDB用のドライバがOracle GoldenGate Studioに用意されています。製品に用意されていない追加のデータベース・ドライバは、「Tools」メニューから、「Preferences」、「Database」、「JDBC Driver Options」の順に選択して構成できます。データ・サーバーの接続が作成されると、リソース・ナビゲータでデータベース配下のオブジェクトを参照でき、データベース・ナビゲータの情報を使用してメタデータおよびマッピングを表示できます。

Teradataの接続を追加するには、次のようにしてTeradataドライバをロードする必要があります。

	
「New Data Server Connection」ウィンドウで、接続タイプとして「Teradata」を選択します。


	
「Select Library」ボタンをクリックします。


	
「Select Library」ウィンドウで、「New...」ボタンをクリックします。


	
「Create Library」ウィンドウが表示されたら、「Add Entry...」ボタンをクリックします。


	
「Select Path Entry」ウィンドウが表示されたら、Teradataドライバが保存されている場所を参照してドライバを選択します。「Open」ボタンをクリックします。


	
ドライバがクラス・パスに正しく追加されている場合は、「OK」をクリックします。


	
「Select Library」ウィンドウに、新しく追加されたTeradataドライバが表示されます。「OK」をクリックします。


	
有効なユーザー名とパスワードを入力して、「Test Connection」をクリックして接続テストを実行するか、「OK」をクリックして接続を続行します。





図2-6 「Select Library」ダイアログ

[image: 「Select Library」ダイアログ]





	
「OK」をクリックすると、新しい「Database」リソースが作成されます。

新しいリソースを作成する前に、「Test Connection」ボタンを使用して接続をテストすることもできます。





注意:

Teradataはターゲット専用データベースとしてサポートされていますが、Teradataの表をソース・データベースとしてマッピング・エディタにドラッグアンドドロップできます。これが可能なのは、マッピングは論理的な概念であり、Oracle GoldenGate Studioで確認が実行されないためです。


注意:

TeradataおよびDB2 UDBの表に対するgenerate to関数はJDeveloperの機能に依存しています。DB2 UDBからDB2 UDB、およびTeradataからTeradataはサポートされていません。








2.6.2 新しいビッグ・データ・システム接続の追加


ビッグ・データ・システムはターゲットとしてのみ使用できます。接続のプロパティは、デプロイメント・プロファイルのプロパティ・インスペクタで定義できます。


「New Big Data System Connection」ウィザードは、次のように表示されます。


図2-7 New Big Data System Connection

[image: 「New Big Data System Connection」ダイアログ]


	
「Resources Navigator」ウィンドウで「Big Data System」リソース・タイプを選択し、右クリックして「New Big Data System Connection」を選択します。


	
「New Data Server Connection」ウィンドウで、次の内容を追加します。

	
Name: 新しい接続の名前。リソースは、ここに示される名前でリソース・ナビゲータに表示されます。


	
Description: 新しいビッグ・データ・システムについての簡単な説明。





	
「OK」をクリックして、新しいビッグ・データ・システム・リソースを作成します。












2.6.3 新しいグローバル・マッピング・グループの追加



「New Global Mapping Group」ウィザードでは、表マッピングのコンテナを定義しますが、表マッピングのプロセスが案内されるわけではありません。表マッピングの定義の詳細は、マッピング・グループの理解を参照してください。

「New Global Mapping Group」ウィザードは、次のように表示されます。


図2-8 New Global Mapping Group

[image: New Global Mapping Group]


新しいグローバル・マッピング・グループを追加する手順:




	リソース・ナビゲータ・ウィンドウで「New」ボタンをクリックするか、データベース・アイコンを右クリックして「New Global Mapping Group Connection」を選択します。
	新しい接続の名前を入力します。
	リソースを識別できる短い説明を入力します。
	「OK」をクリックします。








2.6.4 新しいOracle GoldenGateインスタンスの追加


「Add a New Oracle GoldenGate Instance」ダイアログで、既存のGoldenGateインストールへの接続を定義します。そのインストール環境では、GoldenGateマネージャおよびjAgentプロセスが実行されている必要があります


「new Oracle GoldenGate Instance」ダイアログは、次のように表示されます。


図2-9 New Oracle GoldenGate Instance Connection

[image: New Oracle GoldenGate Instance Connection]


新しいOracle GoldenGate接続を追加する手順:




	リソース・ナビゲータ・ウィンドウで「New」ボタンをクリックするか、データベース・アイコンを右クリックして「New Oracle GoldenGate Instance Connection」を選択します。
	「General」セクションで、新しい接続の名前と説明を入力します。
	「Host Information」で、「Host Name」にホスト名を入力します。これは、Oracle GoldenGateがインストールされているサーバーのDNS名です。
	「Oracle GoldenGate Information」に入力する情報は、次のとおりです。

	
GoldenGate Version: オフラインで作業中に、ドロップダウン・リストからバージョンを選択することもできます。アクティブな接続がある場合に誤ったバージョンを入力した場合、「Test Connection to GoldenGate」ボタンを押すと、正しい情報に更新されて、誤ったバージョンが上書きされます。


	
GoldenGate Database Type: 接続を作成している対象のデータベースのタイプ。「Test Connection to GoldenGate」をクリックすると、自動的に更新されます。オフラインで作業中に、ドロップダウンからバージョンを選択することもできます。


	
GoldenGate Port: Oracle GoldenGateマネージャ・プロセスが使用するポートの番号。


	
Agent Username: インストール時にjAgentのconfig.propertiesファイルのjAgent.usernameプロパティで指定されるJAgent名。


	
Agent Password: 対応するユーザー名のパスワード。


	
Agent Port: jAgentのconfig.propertiesファイルのjagent.jmx.portプロパティで指定されるjAgentポート。エージェント・モードがOEMの場合はjagent.rmi.portを、エージェント・モードがOGGMONの場合はjagent.jmx.portを使用する必要があります。







	接続が機能するかどうかを検証するには、「Test Connection to GoldenGate」をクリックします。接続に成功すると、バージョンとデータベース・タイプが自動的に更新されます。












2.7 プロパティ・インスペクタの使用


プロパティ・インスペクタは、ソリューション・ダイアグラム、デプロイメント・プロファイル・ダイアグラムおよびマッピング・エディタで選択したアーティファクトの属性の表示と編集に使用します。デプロイメント・プロファイルのプロパティ・インスペクタで右クリックすると、特定のパラメータの説明がツール・チップで表示されます。プロパティ・インスペクタは動的であり、属性はエディタで選択した項目の様々なタイプに対応しています。


図2-10 プロパティ・インスペクタ

[image: プロパティ・インスペクタ]


デプロイメント・ビューのプロパティ・インスペクタに表示されるすべてのオプションのリストは、プロパティ・インスペクタのオプションと、Oracle GoldenGateのコマンドおよびパラメータとの関係を参照してください。





2.7.1 プロパティ・インスペクタの使用方法



プロパティ・インスペクタを使用するには、次の手順を実行します。




	Oracle GoldenGate Studioで、「Window」メニューに移動して「Properties」を選択し、プロパティ・インスペクタを表示します。
	ソリューション・エディタ、マッピング・エディタ、またはデプロイメント・ビューで、プロパティを変更する項目を選択します。
	プロパティ・インスペクタで、その項目に対応するプロバイダを変更します。マッピング・エディタでの競合解決など、一部の項目は、属性にカーソルを重ねたとき一番右に表示される動的な歯車アイコン[image: プロパティ・インスペクタの歯車アイコン]をクリックする必要がある場合があります。
	ツールバーの「Save」ボタンを使用するか、「File」メニューの「Save」を使用して、変更内容を保存します。プロセス・パラメータでの変更は、再デプロイ後、またはパラメータ・ファイルの再生成後にのみ使用できます。












3 ソリューションとデプロイメント・プロファイルの操作


この章では、ソリューションとデプロイメント・プロファイルを使用して、Oracle GoldenGate Studioを使用するレプリケーション・ソリューションを構成および管理する方法について説明し、内容は次のとおりです。

	
プロジェクトの理解


	
ソリューションの理解


	
デプロイメント・プロファイルの理解












3.1 プロジェクトの理解


プロジェクトとは、レプリケーション・ソリューションのコンテナです。作成すると、プロジェクト・ナビゲータの上部にドロップダウン・リストとして表示されます。詳細は、プロジェクト・ナビゲータの使用を参照してください。





3.1.1 プロジェクトの作成


	ツールバーで「New」ボタンをクリックするか、「File」メニューで「New」を選択する、あるいはプロジェクト・ナビゲータの「Project Menu」ドロップ・ダウン・リストで「New Project」を選択します。
	「Create New Project」を選択し、「OK」をクリックします。
	プロジェクトの名前を入力します。説明も追加できます。
	(オプション)新しいプロジェクトのソリューションをすぐに作成しない場合は、「Continue to Solution Wizard」の選択を解除してください。
	「OK」をクリックします。



プロジェクトが作成され、プロジェクトのリストに表示されます。













3.2 ソリューションの理解


ソリューションとは、Oracle GoldenGateでサポートされ、プロジェクトに含まれるレプリケーション・パターンです。レプリケーション・パスとマッピング・グループの概念も、ソリューションの論理定義の一部です。論理の設計が完了すれば、レプリケーション環境の物理要素に合わせて、独自のデプロイメント・テンプレートで複数のデプロイメント・プロファイルをそれぞれに作成できます。1つのOracle GoldenGateプロジェクトに複数のソリューションを設定できます。

1つのソリューションとその表マッピング・グループは、任意の数の物理的な場所にデプロイできます。

代表的なソリューションは次のとおりです。

	
デプロイメント・プロファイル: デプロイに関するアーキテクチャ上のテンプレート、物理リソース、および追加のデプロイメント・オプションを記述します。


	
マッピング・グループ: Oracle GoldenGate Studioでは、ソースとターゲットの表マッピングと、それに関連するレプリケーション・ロジック(フィルタリングや競合解決ルールなど)のコレクション。リソース・ナビゲータからマッピング・エディタに表をドラッグ・アンド・ドロップする必要があります。次に、ソースとターゲットの表マッピングの関連付けを、Automapを使用して自動的に生成するか、ソースからターゲットへ、およびターゲットからソースへのドラッグ・アンド・ドロップによって作成することができます。また、スキーマおよび表レベルのマッピングでは、ワイルドカード文字(*)を使用できます。Oracleマルチテナントをサポートする場合は、データベース名が含まれるように手動でスキーマ名を編集する必要があります。




Oracle GoldenGate Studioには、すぐに使用できるソリューション・テンプレートが用意されており、ソリューションの作成およびデプロイに必要な時間を大幅に節減できます。





3.2.1 新しいソリューションの作成



新しいソリューションを作成する手順は次のとおりです。




	プロジェクト・ナビゲータで、右クリックして「New」を選択します。


図3-1 新しいソリューションのダイアログ

[image: 新しいソリューションのダイアログ]




	ソリューションに名前を付け、オプションで説明も入力して、「Next」をクリックします。
	ソリューション・テンプレートを、「Unidirectional」、「Bidirectional」または「Hub and Spoke」の中から選択します。「Hub and Spoke」を選択した場合は、スポークの数も入力します。

選択したテンプレートの説明が表示されます。


図3-2 新しいソリューション・テンプレート

[image: 新しいソリューション・テンプレート]




	(オプション)新しいソリューションのデプロイメント・プロファイルをすぐに作成しない場合は、「Continue with Deployment Profile Wizard」の選択を解除してください。
	「Finish」をクリックします。

開いているプロジェクトにソリューションが作成され、ソリューション・ナビゲータに表示されます。
















3.3 デプロイメント・プロファイルの理解


デプロイメント・プロファイルは、Oracle GoldenGate Studioのソリューションの一部です。レプリケーション・ソリューションの物理的な属性が記述されています。1つのソリューションに複数のデプロイメント・プロファイルが存在する場合もあります。たとえば、開発環境に1つ、テスト環境に1つ、本番に1つのデプロイメント・プロファイルを作成できます。


図3-3 サンプル・デプロイメント・プロファイルの論理図

[image: サンプル・デプロイメント・プロファイルの論理図]





3.3.1 デプロイメント・プロファイルの各コンポーネント


デプロイメント・プロファイルの各コンポーネントは、次のとおりです。





3.3.1.1 Oracle GoldenGateプロファイルの名前


デプロイメント・プロファイルに名前と(オプションで)説明を追加する際に使用します。







3.3.1.2 Deployment Architecture Template


これは、デプロイメント・プロファイルのアーキテクチャを定義するために使用します。「Deployment Profile」ウィザードを使用するとき、選択したアーキテクチャ・テンプレートが、ソリューションの各レプリケーション・パスに適用されます。ただし、プロパティ・インスペクタでは、レプリケーション・パスごとに異なるアーキテクチャ・テンプレートがある場合があります。

	使用可能なアーキテクチャ・テンプレートは、次のとおりです。
	
Source, Target: ソースとターゲットのデプロイメント環境に、データ・サーバーにローカルのOracle GoldenGateインスタンスが含まれます。キャプチャと適用のどちらも、ローカルで実行されます。

Target Only (Remote Source): Oracle GoldenGateインスタンスは1つだけで、ターゲット・データ・サーバーにローカルです。キャプチャは、ターゲットからリモートで実行されます。

Target Only (Remote Target): Oracle GoldenGateインスタンスは1つだけで、ソース・データ・サーバーにローカルです。適用は、ソースからリモートで実行されます。

Hub Only (Remote Source and Target): Oracle GoldenGateインスタンスは1つだけで、ステージング・サーバー上にあります。キャプチャと適用のどちらも、リモートで実行されます。

Source, Hub, Target: Oracle GoldenGateインスタンスが3つあります。1つはソース・データ・サーバーにローカルで、1つはターゲット・データ・サーバーにローカルです。キャプチャと適用はどちらもローカルで実行され、データは2つのインスタンス間のハブ上にある3つ目のOracle GoldenGateインスタンスを介して転送されます。

Hub, Target (Remote Source): ステージング・ハブに1つと、ターゲット・データ・サーバーに1つで、2つのOracle GoldenGateインスタンスがあります。キャプチャはハブからリモートで実行され、適用はターゲットのローカルで実行されます。

Source, Hub (Remote Target): ソース・データ・サーバーに1つのステージング・ハブに1つで、2つのOracle GoldenGateインスタンスがあります。キャプチャはソース・データ・サーバーのローカルで実行され、適用はハブからリモートで実行されます。

Single Host (Local Source and Target): ホストが1つのみで、Oracle GoldenGateインスタンスも、ソースおよびターゲット・データ・サーバーもそこにあります。










3.3.1.3 Assign Physical Resources


レプリケーション・パスのソース、ターゲット、およびハブ(該当する場合)にリソースを割り当てる際に使用します。

	リソース割当てのセクションには、次のものがあります。
	
Replication Path: データ・ストアのマッピング情報を記述します。

Source: 各レプリケーション・パスのソースとして使用するデータ・サーバーと、Oracle GoldenGateインスタンスを選択します。




Target: 各レプリケーション・パスのターゲットとして使用するデータ・サーバーと、Oracle GoldenGateインスタンスを選択します。

Hub: 各レプリケーション・パスのハブとして使用するデータ・サーバーと、Oracle GoldenGateインスタンスを選択します。


注意:

リソース割当は、デプロイメント・プロファイル・エディタでリソース・ナビゲータから適切なダイアグラム要素にリソースをドラッグ・アンド・ドロップするか、プロパティ・インスペクタを使用して実行できます。









3.3.1.4 Deployment Configuration


これは、すべてのターゲットの初期ロード、Oracle Data Pumpの開始など、追加のオプションを選択する際に使用します。

	Deployment Settings:
	
Initial load of all targets: データベースに対する変更を適用する前にシステム間でデータのコピーが必要かどうかを選択します。

Start All Oracle GoldenGate Processes: デプロイメント後に次のうちどのプロセスを(またはすべてを)開始するかを選択します。

	
Start Capture Process


	
Start Pump Process


	
Start Apply Process








注意:

プロセスを開始できるのは、オンライン・デプロイメントの間のみです。



	Replication Path Settings:
	
	
Replication Paths: 選択したレプリケーション・パスが表示されます。


	
OGG Initial Load: Oracle GoldenGateの初期ロード・プロセスを開始します。


	
ODP Initial Load: Oracle Data Pumpの初期ロード・プロセスを開始します。







	Oracle Data Pump Settings:
	
	
Remote Link: 有効なデータベース・リンクにより指定された(ソース)データベースからのエクスポートを有効にします。ソース・データベース・インスタンスのデータが、接続されたデータベース・インスタンスのダンプ・ファイル・セットに書き込まれます。


	
Parallelism: エクスポート・ジョブのかわりに動作するアクティブな実行スレッドの最大数を指定します。この実行セットは、ワーカー・プロセスとパラレルI/Oサーバー・プロセスの組合せで構成されています。














3.3.2 Consolidation of Capture


Oracle GoldenGate Studioでは、単一データベースに対して単一キャプチャを使用します。これにより、パフォーマンスが大幅に拡張します。

単一キャプチャは、主にハブおよびスポークのソリューション・テンプレートおよび次のデプロイメント・アーキテクチャ・テンプレートで使用されます。

	
Source, Target


	
Source Only


	
Source, Hub, Target


	
Source, Hub


	
Single Host




単一データベースに対して複数のキャプチャを使用するには、複数のソリューションを作成する必要があります。







3.3.3 デプロイメント・プロファイルのツールバー


次の図の順序で、ツールバーのボタンについて説明します。


図3-4 デプロイメント・プロファイルのツールバー

[image: デプロイメント・プロファイルのツールバー]


「Validate」や「Start」など一部のボタンは状況依存であり、有効になると色が変わります。

	
Zoom In: クリックすると、画面のコンポーネントが大きくなります


	
Zoom Out: クリックすると、画面のコンポーネントが小さくなります。


	
Percent View: クリックして、表示を所定のパーセント値に設定します。


	
Perform Layout: クリックすると、デプロイメント・ビューのコンポーネントが、自動的に整然と再配置されます。レイアウトを保存するには、ツールバーで「Save」ボタンを使用するか、「File」メニューの「Save」を選択します。データ・フローは左から右です。


	
Synchronize Profile with Solution: クリックすると、デプロイメント・プロファイルがソリューションと同期されます。このオプションが有効になるのは、プロファイルがソリューションと同期していないときのみです。


	
Deploy Solution: クリックすると、ソリューションがデプロイされます。デプロイメント・アクションのステータスは、メッセージ・ログに表示されます。オフライン・デプロイメントは、ソリューション・レベル、Oracle GoldenGateインスタンス・レベル、ホスト・レベル、およびプロセス・レベルで実行できます。このオプションが有効になるのは、Oracle GoldenGateインスタンスに実際のOracle GoldenGateインスタンス・リソースが割り当てられている場合のみです。


	
Validate Deployment Profile: クリックすると、デプロイメント・プロファイルが検証されます。検証では、データベース固有のオプションが誤って使用されていないかどうかを確認します。たとえば、GoldenGate接続でデータベースがOracleであると指定しているのにSQL Serverへのデプロイメントを試行している場合、検証時にはGoldenGateインスタンスに接続するので、統合キャプチャなどOracle固有のオプションが使用されている場合には警告が表示されます。検証の警告がある場合は、メッセージ・ログに表示されます。


	
Generate GoldenGate Files: GoldenGateファイルが生成されるローカル・ディレクトリを選択するときクリックします。


	
Start the Selected Process: クリックして、選択したプロセスを開始します。


	
Stop the Selected Process: クリックして、選択したプロセスを停止します。


	
Kill the Selected Process: クリックして、選択したプロセスを強制終了します。










3.3.4 デプロイメント・プロファイルの作成



新しいデプロイメント・プロファイルを作成する手順:




	デプロイメント・プロファイルの命名: デプロイメント・プロファイルの名前を指定し、「Next」をクリックします。「Finish」をクリックするとプロファイルが作成されます。デフォルトはレプリケーション・パス、ソース、ターゲットで、ソリューションには自動生成された名前と設定が使用されます。
	デプロイメント・テンプレート: ソリューションのテンプレートとして使用するアーキテクチャを選択します。デプロイメント・アーキテクチャ・テンプレートは、データベース・サーバーとの相関からOracle GoldenGateがインストールされる場所を記述します。選択したテンプレートは、すべてのレプリケーション・パスに適用され、後でレプリケーション・パスごとにカスタマイズできます。以前に選択したデプロイメント・アーキテクチャ・テンプレートを変更するには、「Deployment View」にあるテンプレート・リンクをクリックし、プロパティ・インスペクタで新しいテンプレートを選択します。




	デプロイメント・アーキテクチャ・テンプレート	説明
	
Source, Target

	
ソースとターゲットのデプロイメント環境に、データ・サーバーにローカルのOracle GoldenGateインスタンスが含まれます。キャプチャと適用のどちらも、ローカルで実行されます。


	
Target Only (Remote Source)

	
Oracle GoldenGateインスタンスは1つだけで、ターゲット・データ・サーバーにローカルです。キャプチャは、ターゲットからリモートで実行されます。


	
Source Only (Remote Target)

	
Oracle GoldenGateインスタンスは1つだけで、ソース・データ・サーバーにローカルです。適用は、ソースからリモートで実行されます。


	
Hub Only (Remote Source and Target)

	
Oracle GoldenGateインスタンスは1つだけで、ステージング・サーバー上にあります。キャプチャと適用のどちらも、リモートで実行されます。


	
Source, Hub, Target

	
Oracle GoldenGateインスタンスが3つあります。1つはソース・データ・サーバーにローカルで、1つはターゲット・データ・サーバーにローカルです。キャプチャと適用はどちらもローカルで実行され、データは2つのインスタンス間のハブ上にある3つ目のOracle GoldenGateインスタンスを介して転送されます。


	
Hub, Target (Remote Source)

	
ステージング・ハブに1つと、ターゲット・データ・サーバーに1つで、2つのOracle GoldenGateインスタンスがあります。キャプチャはハブからリモートで実行され、適用はターゲットのローカルで実行されます。


	
Source, Hub (Remote Target)

	
ソース・データ・サーバーに1つのステージング・ハブに1つで、2つのOracle GoldenGateインスタンスがあります。キャプチャはソース・データ・サーバーのローカルで実行され、適用はハブからリモートで実行されます。


	
Single Host (Local Source and Target)

	
ホストが1つのみで、Oracle GoldenGateインスタンスも、ソースおよびターゲット・データ・サーバーもそこにあります。








使用可能なテンプレートのリストからデプロイメント・アーキテクチャ・テンプレートを選択し、「Next」をクリックします。


図3-5 デプロイメント・アーキテクチャ・テンプレート

[image: デプロイメント・アーキテクチャ・テンプレート]


「物理リソース」ステップの内容は、デプロイメント・テンプレートの選択に基づいて移入されます。




	Assign Physical Resources: レプリケーション・パスのソース、ターゲット、およびハブ(該当する場合)にリソースを割り当てる際に使用します。

	Source
	
各レプリケーション・パスのソースとして使用するデータ・サーバーと、Oracle GoldenGateインスタンスを選択します。




	Target
	
各レプリケーション・パスのターゲットとして使用するデータ・サーバーと、Oracle GoldenGateインスタンスを選択します。




	Hub
	
各レプリケーション・パスのハブとして使用するデータ・サーバーと、Oracle GoldenGateインスタンスを選択します。





注意:

リソース割当は、デプロイメント・プロファイル・エディタでリソース・ナビゲータから適切なダイアグラム要素にリソースをドラッグ・アンド・ドロップするか、プロパティ・インスペクタを使用して実行することもできます。



デプロイメント・テンプレートは、特定のソリューションのレプリケーション・パスすべてで同じです。データ・ストアを必要としないテンプレートもあります。


図3-6 デプロイメント・プロファイルの物理リソース

[image: デプロイメント・プロファイルの物理リソース]




	Deployment Options: Oracle GoldenGate開始プロセスのデプロイメント・オプションを選択または選択解除します。

	Initial load of all targets
	
データベースに対する変更を適用する前にシステム間でデータのコピーが必要かどうかを選択します。




	Oracle GoldenGateプロセスをすべて起動します
	
デプロイメント後に次のうちどのプロセスを(またはすべてを)開始するかを選択します。

	
キャプチャ・プロセス


	
ポンプ・プロセス


	
適用プロセス





注意:

プロセスを開始できるのは、オンライン・デプロイメントの間のみです。







図3-7 デプロイメント・オプション

[image: デプロイメント・オプション]


「Finish」をクリックします。デプロイメント・プロファイルが作成され、ソリューションに追加されます。
















4 マッピング・グループの操作


この章では、ローカルおよびグローバルのマッピング・グループを使用して、Oracle GoldenGate Studioを使用するレプリケーション・オプションを構成および管理する方法について説明し、内容は次のとおりです。

	
マッピング・グループの理解


	
マッピング・グループの作成方法


	
マッピング・グループをレプリケーション・パスに割り当てる方法


	
マッピング・グループのコピーおよび共有方法












4.1 マッピング・グループの理解


Oracle GoldenGate Studioでは、ソースとターゲットの表マッピングと、それに関連するレプリケーション・ロジック(フィルタリングや競合解決ルールなど)のコレクションを説明するために、「マッピング・グループ」という用語を使用します。まず、リソース・ナビゲータからマッピング・エディタに表をドラッグ・アンド・ドロップするか、キーボードのショートカットを使用して追加する必要があります。次に、ソースとターゲットの表マッピングの関連付けを、Automapを使用して自動的に生成するか、ソースからターゲットおよびターゲットからソースにドラッグ・アンド・ドロップするか、またはキーボードのショートカットを使用して作成することができます。また、スキーマおよび表レベルのマッピングでは、ワイルドカード文字(*)を使用できます。スキーマ名をドラッグ・アンド・ドロップする場合は、自動的にワイルドカードが使用され、すべての表が含まれます。ワイルドカードのロジックの詳細は、Oracle GoldenGateのリファレンス・マニュアルを参照してください。Oracleマルチテナントをサポートする場合は、プラガブル・データベース名が含まれるように手動でスキーマ名を編集する必要があります。

マッピング・グループを作成するときに使用されるのは、データベース接続のメタデータのみです。つまり、マッピング・グループは複数のレプリケーション・パスに割り当てることのできる論理構造です。ソリューションにローカルのマッピング・グループは、そのソリューションの任意のレプリケーション・パスに関連付けることができますが、グローバル・リソース・ライブラリにあるグローバル・マッピング・グループは、すべてのプロジェクトに共通して任意のソリューションの任意のレプリケーション・パスに使用できます。マッピング・グループを変更すると、その変更はそのマッピング・グループを参照しているすべてのレプリケーション・パスで反映されます。複数のマッピング・グループを、1つレプリケーション・パスに割り当てることができます。

たとえば、同じアプリケーション・スキーマのストア100個が中央のデータ・ウェアハウスに返信する場合、そのマッピング・グループを1回定義するだけで、100個すべてのレプリケーション・パスに適用できます。マッピング・グループに対する変更も、1回行うだけで、100個すべてのレプリケーション・パスに反映されます。





4.1.1 スキーマと表のマッピング


スキーマは、他のスキーマに直接マップされるわけではありません。スキーマの表が他の表にマップされます。1つのスキーマの表をすべてマップするには、グローバル・リソース・ライブラリですべての表を選択して、マッピング・エディタにドラッグ・アンド・ドロップすることもできますが、スキーマ名をドラッグ・アンド・ドロップすれば、ワイルドカード(*)ですべての表が選択されます。DDLを複製する場合に、新しい表をキャプチャするときは、常にワイルドカードを使用してください。ワイルドカードは、スキーマ名でも使用できます。ただし、スキーマ名にワイルドカードを使用する場合、システム・スキーマの一部が自動的に除外されます。ワイルドカードを使用したときにどのスキーマ名が暗黙的に除外されるかについては、データベースごとのOracle GoldenGateインストール・マニュアルを参照してください。スキーマ名にワイルドカードを使用するときには、暗黙的に除外されるスキーマより、明示的に指定したスキーマ名が優先されます。


表またはワイルドカードをマップする場合に「Automap」ボタンをクリックすると、スキーマが違っていても表の名前が同じ場合、マップされていないターゲット表がソース表にマップされます。あるいは、マッピング・エディタでソースとターゲットの表名を相互にドラッグ・アンド・ドロップして関連を作成することもできます。

表がマップされると、「Source」表の名前が「Target」の「Mapped From」列に表示されます。この列には「Source」表の名前しか表示されませんが、ツール・チップにはスキーマ名も表示されます。「Target」表名または「Mapped From」表名をダブルクリックすると、列マッピング・エディタに移動します。

スキーマと表のマッピング・エディタでは、マッピング全体、ソース表およびターゲット表についてプロパティとロジックを定義できます。マッピング・エディタでクリックした場所に応じてどのプロパティを編集できるのかを、次の表にまとめました。

プラガブル・データベースを使用するには、schema.databaseのようにスキーマ名の後にデータベース名を指定した形式に、データベース名を手動で編集する必要があります。1つのプラガブル・データベースのReplicatプロセスを別のプラガブル・データベースで使用するには、ExtractおよびReplicatプロセスのプロパティ・インスペクタでsourcecatalogパラメータを編集する必要があります。複数のプラガブル・データベースに対してReplicatプロセスを使用するには、マッピング・エディタ・スキーマを編集して、レプリケーション・プロセスにプラガブル・データベース名を追加する必要があります。

通常Oracle Data Pumpのレプリケーションは、データベース、表領域、スキーマおよび表タイプを介して実行されます。表タイプのみが現在サポートされています。ソースとターゲット両方のスキーマ名および表名が必要です。


注意:

ワイルドカード・マッピングは、Oracle Data Pumpではサポートされていません。デプロイメント時にエラーは表示されませんが、ターゲット側のデータがロードされません。


図4-1 スキーマと表のマッピング

[image:  スキーマと表のマッピング]





	ID	UI要素	プロパティ
	
1

	
マップのブレッドクラム

	
名前と説明、DDLレプリケーション、グローバル列マッチング、DML変換、グローバル・レプリケーション・エラー・レスポンス。


	
2

	
「Source」のスキーマ名

	
データベース名、スキーマ名、ソース・キャプチャから除外されるスキーマ。除外スキーマは、ワイルドカードですべてのスキーマを指定したが、そのままではワイルドカードによって対象となる特定のスキーマを明示的に除外したいときに使用します。


	
3

	
「Source」の表名

	
表名、ソース・キャプチャから除外される表、フィルタ、WHERE句、カスタムSQL実行、イベント・アクション、追加のカスタム・プロパティ。


	
4

	
「Target」のスキーマ名

	
ターゲット・スキーマ名と、ターゲット適用から除外されるスキーマ


	
5

	
「Target」の表名と「Mapped From」

	
ターゲット・スキーマ名と、ターゲット適用から除外される表、例外処理、フィルタ、DML変換、WHERE句、表固有のレプリケーション・エラー・レスポンス、カスタムSQL実行、調整済の適用スレッド(該当する場合)、調整済の適用スレッド範囲(該当する場合)、イベント・アクション、その他の設定、追加のカスタム・プロパティ。








ソース側で表を除外すると、tableexcludeパラメータがソース側に書き込まれますが、対応するmap文はターゲット側に書き込まれません。同様に、ターゲット側で表を除外すると、mapexcludeパラメータがターゲット側に書き込まれますが、対応するtable文はソース側に書き込まれません。


注意:

複数の表がマップされている場合は、列マッピングにドリルして表名を選択し、除外プロパティを除くすべてのプロパティを編集する必要があります。こうすると、表ごとに異なるロジックを適用できます。











4.1.2 列マッピング


表マッピング・エディタから列マッピングに移動できます。「Target」の表名、または「Mapped From」列をダブルクリックするか、表名を含むターゲット行の任意の場所を右クリックして、コンテキスト・メニューから「Edit Column Mapping」を選択します。

Oracle GoldenGateランタイム・エンジンによって、一致する列名が自動的にマップされるので、列のマッピングは必要ありません。列マッピングは表マッピングと同じように動作し、ソースとターゲットの間でAutomapとドラッグ・アンド・ドロップを使用できます。

列マッピング・エディタでは、「Source」と「Target」の表および列に対してプロパティとロジックを定義できます。マッピング・エディタでクリックした場所に応じてどのプロパティを編集できるのかを、次の表にまとめました。複数の表が1つのターゲット表にマップされるとき、個々の表マッピングを選択する方法と、スキーマと表のマッピング・エディタに戻る方法についても説明しています。


注意:

列マッピング・エディタで表名を選択したときに表示されるオプションは、1つのソース表のみがターゲット表にマップされているときにスキーマと表のマッピング・エディタで表名をクリックしたときとのオプションと同じです。




図4-2 列マッピング

[image: 列マッピング]





	ID	UI要素	プロパティ
	
1

	
マッピング・グループ名を示しているマップ・ブレッドクラム

	
個々を選択すると、スキーマと表のマッピング・エディタに戻ります。


	
2

	
表マッピング名を示しているマップ・ブレッドクラム

	
複数のソース表がこのターゲット表にマップされている場合、ここを選択すると、他のマッピングがドロップダウンでリスト表示され、それに移動できます。


	
3

	
「Source」の表名

	
表名、ソース・キャプチャから除外される表、フィルタ、WHERE句、カスタムSQL実行、イベント・アクション、追加のカスタム・プロパティ


	
4

	
「Source」の列名

	
列名、ソース・キャプチャから除外される列、主キー(の一部)として使用される強制列。


	
5

	
「Target」の表名

	
ターゲット表名、ターゲット適用から除外される表、キーとして使用される強制固有の列、例外処理、競合検出、競合解決、フィルタ、DML変換、WHERE句、表固有のレプリケーション・エラー・レスポンス、カスタムSQL実行、調整済の適用スレッド(該当する場合)、調整済の適用スレッド範囲(該当する場合)、イベント・アクション、その他の設定、追加のカスタム・プロパティ。


	
6

	
「Target」の列名と「Mapped From」

	
列名、マップ元(ソース列名またはカスタム・ロジックを含む場合がある)、主キー(の一部)として使用される強制列、この列を有効にして競合解決を更新、この列を有効にして競合検出を削除します。









注意:

主キー列のオーバーライド、競合検出、競合解決があるのは、列マッピング・エディタのみです。









4.1.3 Automap


「Automap」機能は、名前の似た表を自動的にマップします。自動マッピングによる割当ては、ソースからターゲットへの方向で作成され、逆方向では作成されません。マッピング・ウィンドウは、次のように表示されます。


図4-3 Automap

[image: Automap]











4.2 マッピング・グループの作成方法



新しいローカルまたはグローバル・マッピング・グループを作成する手順:




	ソリューションにローカルのマッピング・グループを作成する場合は、そのソリューションの下の「Mapping Groups」を選択し、右クリックして「New」を選択します。グローバル・マッピング・グループを作成する場合は、リソース・ナビゲータで「Global Mapping Group」を右クリックします。リソース・ナビゲータにグローバル・マッピング・グループがない場合は、リソース・ナビゲータでプラス(+)アイコンをクリックし、「Global Resource Library」を選択して、「Global Mapping Group」を選択します。

「Create New Mapping Group」ウィンドウ、または「New Global Mapping Group」ウィンドウが開きます。




	マッピング・グループの名前と、オプションで説明を入力し、「OK」をクリックします。
	マッピング・エディタ・ウィンドウが自動的に開かない場合は、プロジェクト・ナビゲータまたはリソース・ナビゲータで新しいマッピング・グループをダブルクリックしてください。
	ライブラリから、マッピング・エディタのソースおよびターゲット・ペインにドラッグ・アンド・ドロップして、「Global Resource Library」から表を追加します。

表のリストを選択するには、[Shift]キーを押しながら最初と最後の表を選択するか、[Ctrl]キーを押しながら複数の表を1つずつ選択する、またはソースとターゲットのマッピング・エディタ・ペインにある「+」ボタンを使用して、手動でスキーマおよび表名を追加します。列マッピング・エディタで、同じような「+」ボタンを使用すると、列を手動で追加できます。




	表またはスキーマ名を、「Source」または「Target」ペインから逆のペインにドラッグ・アンド・ドロップすると、ソース/ターゲットの表マッピングが作成されます。表を空白領域にドラッグすると、正確な1:1のマッピングになります。ペイン間で表名をドラッグし、他の表名に直接ドロップすると、明示的なマッピングが作成されます。

たとえば、「Source」の表 EMP1を「Target」のEMP_BACK1にマップする場合は、EMP1を「Source」からドラッグし、「Target」でEMP_BACK1にドロップします。EMP_BACK1が、EMP1に対するMapped From表として表示され、マッピングが成功したことを示します。

キーボードを使用しても同じアクションを実行できます。ソースまたはターゲットのスキーマに特定のリソース・ナビゲータ・スキーマへの参照がない場合、名前がリソース・ナビゲータの特定のデータベース名と一致すると、リソースを関連付けるための確認ダイアログが表示されます。「Yes」を選択するとマッピングを完了できます。

マッピング・エディタでマップされていない表をターゲットとして選択すると、プロパティ・インスペクタに「Mapped From」テキスト・ボックスが表示されます。ソース表名を入力でき、この名前は有効なソース表の参照に対して検証され、ソース表が有効な場合はターゲット表にマップできます。




	「AutoMap」ボタンを使用して、「Source」と「Target」の間で同じ名前の表のマッピングを自動的に作成することもできます。ソース表を複数のターゲット表にマップすることも、複数のソース表を1つのターゲット表にマップすることもできます。










4.3 マッピング・グループをレプリケーション・パスに割り当てる方法


ソリューション・エディタで、マッピング・グループを割り当てます。ローカルまたはグローバルのマッピング・グループをレプリケーション・パスに割り当てるには、プロジェクト・ナビゲータまたはグローバル・リソース・ライブラリからマッピング・グループをドラッグし、ソリューション・エディタのレプリケーション・パスまたはデータ・サーバーにドロップします。データ・サーバーにドロップした場合、マッピング・グループは自動的に、そのデータ・サーバーに接続する各レプリケーション・パスに割り当てられます。レプリケーション・パスの矢印にドロップした場合、関連はそのパスのみになります。同じマッピングをドラッグして、複数のパスとデータ・サーバーにドロップすることができます。これらの関連付けは参照であり、コピーではありません。マッピング・グループに対する変更は、そのマッピング・グループに関連付けられた各レプリケーション・パスで自動的に反映されます。

レプリケーション・パスからマッピング・グループを削除するには、ソリューション・エディタでそのレプリケーション・パスを選択すると、プロパティ・インスペクタでレプリケーション・パスのマッピングの関連付けがすべてリスト表示されます。目的のマッピング・グループ名を選択し、赤い「X」アイコンをクリックすると削除されます。確認ダイアログが表示されます。

レプリケーション・パスのプロパティ・インスペクタには緑色の「+」アイコンがあり、マッピング・グループとレプリケーション・パスとの関連付けを追加する代替手段となります。「+」アイコンを選択すると、ダイアログ・ボックスで、ローカルおよびグローバルのマッピングとそのレプリケーション・パスの関連付けを追加できます。









4.4 マッピング・グループのコピーおよび共有方法


ローカルのソリューション・マッピング・グループを右クリックすると、グローバル・リソース・ライブラリにコピーするオプション、同じソリューション内で選択した内容のコピー(複製)を作成するオプション、XMLファイルにエクスポートするオプションが表示されます。XMLファイルは、他のOracle GoldenGate Studioリポジトリでインポートに使用できます。グローバル・マッピング・グループを右クリックしてXMLファイルをエクスポートすれば、共有環境以外のOracle GoldenGateユーザーがそれをインポートできます。マップをエクスポートするダイアログでは、キャラクタ・セットと暗号化の設定がサポートされています。

プロジェクト・ナビゲータで適切なマッピング・グループ・ノードを右クリックして「Import」を選択すれば、エクスポートされたローカルとグローバルどちらのマッピング・グループもインポートできます。

インポート・タイプには、次のものがあります。

	
Duplication: このモードでは、新しいオブジェクトが(新しい内部IDで)作成されます。


	
Synonym Mode INSERT: このモードでは、同じオブジェクトの挿入が(同じ内部IDで)試みられます。


	
Synonym Mode UPDATE: このモードでは、同じオブジェクトの変更が(同じ内部IDで)試みられます。


	
Synonym Mode INSERT_UPDATE: ターゲット・リポジトリに同じIDのオブジェクトが存在しない場合、このインポート・モードでは、エクスポート・ファイルのコンテンツで新しいオブジェクトが作成されます。既存の(同じIDの)オブジェクトが更新されます。












5 ソリューションのデプロイと監視


この章では、ソリューションをデプロイおよび監視する方法について説明し、内容は次のとおりです。

	
ソリューションのデプロイ


	
Overview












5.1 ソリューションのデプロイ


ソリューションは、Oracle GoldenGate Studioのオンライン・モードとオフライン・モードいずれかでデプロイできます。

	
Online Deploy: オンライン・デプロイでは、デプロイメント・プロファイルで関連付けられているOracle GoldenGateインスタンスで、マネージャとOracle GoldenGate Monitor JAgentの両方がインストールされ、稼働している必要があります。

olink:GGAINを参照してください。


	
Online Deploy: Oracle GoldenGate StudioがGoldenGateのレプリケーション・パラメータおよびOBEYファイルを生成し、それらをローカル・ディレクトリに保存します。




オンライン・デプロイでは、デプロイメント・プロファイルでリソースとして割り当てられているGoldenGateインスタンスに対してpingを発行することによって、暗黙的に検証を実行し、必要最小限のパラメータがデータ・サーバー・タイプに応じて設定されていることを確認します。設定されていても、デプロイ先のデータ・サーバーのタイプに関係しないパラメータは、パラメータとOBEYファイルを生成する際に無視されます。

デプロイメント・プロファイルのツールバーにある緑色のチェック・マークを選択して、明示的に検証を実行することもできます。

Oracle GoldenGateインスタンスのdirtmpディレクトリにあるファイルが上書きされる場合には、構成およびコマンド・ファイルを記述する前にJAgentがそれをバックアップします。競合するプロセスがあれば停止します。「Deployment Configuration」のオプションで開始オプションの選択を解除しなかった場合、新しい構成ファイルが作成された時点でプロセスが開始されます。

デプロイメント・プロファイルがデプロイされると、「Deployment Profile」で、「Deployment View」タブの隣にある「Overview」タブに、デプロイメント履歴や簡単な管理マトリクスが表示されます。「Deployment Configuration」オプションは、「Deployment Profile」の「Overview」タブにあります。オプションには、GoldenGateのすべてのプロセスを開始し、完全な初期ロードを実行するオプションが含まれています。現在、部分的な初期ロードはサポートされていません。





5.1.1 ソリューションのデプロイ方法



ソリューションは、次のように何通りかの方法でデプロイできます。

	
デプロイメント・プロファイルのツールバーから。


	
デプロイメント・プロファイル・エディタのコンテキスト・メニューから。


	
プロジェクト・ナビゲータのデプロイメント・プロファイル・ノードから。




たとえば、プロジェクト・ナビゲータからソリューションをデプロイするには、次のようにします。




	プロジェクト・ナビゲータで、デプロイしようとするデプロイメント・プロファイルを選択し、右クリックして「Deploy」を選択します。
	「Deploy」と「Generate GoldenGate Files」のどちらかを選択します。「Deploy」はオンライン・デプロイの場合に使用し、Oracle GoldenGateによるファイルの生成は、オフライン・デプロイの場合に使用します。
	画面の指示に従ってデプロイを続行してください。



オフライン・デプロイの場合、デプロイメント・ファイルを保存するディレクトリを選択できます。













5.2 Overview


このタブは、デプロイメント・プロファイルの名前や説明、デプロイメント履歴、デプロイ構成に関する情報を編集するときに使用します。





5.2.1 Definition


このタブでは、デプロイメント・プロファイルの概要レベルの情報を編集します。使用可能なフィールドは、次のとおりです。

	
Deployment Profile Name: デプロイメント・プロファイルの名前を表示し、編集できます。


	
Description: デプロイメント・プロファイルの説明を追加または編集できます。










5.2.2 Deployment History


プロジェクト、ソリューション、デプロイ、1つのデプロイメント・プロファイルについて、過去のデプロイの履歴記録が示されます。表のツールバーにある「Select Columns」アイコンを使用すると、デプロイメント履歴情報の表示を細かく調整できます。列は、必要に応じて並べ替えられます。

使用可能な列は、次のとおりです。

	
Last Deployed


	
Deployment Status


	
Deployed By


	
Comments


	
Process Name


	
Process Type


	
Instance Name










5.2.3 Monitoring


「Monitoring」では、各プロセスの詳細情報を表示できます。また、Oracle GoldenGateインスタンスに現在デプロイされている各プロセスについて、ステータス、タイプ、プロセスのモードといったステータスを監視することもできます。

このタブは次のように表示されます。


図5-1 「Monitoring」タブ

[image: 「Monitoring」タブ]


使用可能な列は、次のとおりです。

	
Status


	
Process Name


	
Type


	
Last Operation Lag


	
Mode


	
Last Operation Timestamp


	
Last Checkpoint Timestamp


	
Total Inserts


	
Total Deletes


	
Total Updates


	
Working Directory


	
Start Time


	
End of File


	
Total Ignores


	
Total Truncates


	
Total Executed DDLs


	
Total Discards


	
Total Operations


	
Input Checkpoint


	
Output Checkpoint










5.2.4 Deployment Configuration


このタブでは、デプロイメントのオプションと物理リソースを表示または編集します。

自動的に開始するプロセスを制御するには、「Deployment Settings」チェック・ボックスを使用します。次の設定を構成できます。

Deployment Settings

	
Start All GoldenGate Processes: キャプチャ、ポンプ、適用のプロセスを開始するには、このチェック・ボックスを選択します。


	
Start Pump Processes: ポンプ・プロセスを開始するには、このチェック・ボックスを選択します。


	
Start Apply Processes: 適用プロセスを開始するには、このチェック・ボックスを選択します。




Initial Load Settings

	
Oracle GoldenGate: Oracle GoldenGateの初期ロード・プロセスを開始するには、このチェック・ボックスを選択します。


	
Oracle Data Pump: Oracle Data Pumpの初期ロード・プロセスを開始するには、このチェック・ボックスを選択します。

「Deployment Configuration」画面で「Start process」を選択した場合、Oracle Data Pumpの初期ロードが正常に完了すると、チェンジ・データ・キャプチャ(CDC)プロセスが自動的に開始します。「Deployment Configuration」画面で「Start process」を選択しないと、Oracle Data Pumpの初期ロードが正常に完了してもCDCプロセスは自動的に開始しません。

CDCプロセスの自動開始前にOracle GoldenGate Studioが閉じられると、CDCプロセスは自動的に開始しません。システム変更番号(SCN)を使用してCDCプロセスを手動で開始するか、モニタリング画面からCDCプロセスを手動で開始できます。SCNはコミットごとに1ずつ増えます。




「Remote Link」(ネットワーク・リンク)および「Parallelism」をこのダイアログで追加できます。デフォルトでは「Parallelism」は1に設定されます。






5.2.5 Oracle Data Pump


Oracle GoldenGate Studioでは、Oracle Data Pump APIが初期ロードに使用されます。Oracle Data Pump APIでは、様々な方法でデータを転送できます。Oracle GoldenGate Studioでは、フラッシュバックSCNを使用したデータのIMPORTが使用されます。ソース・データベースへのアクセスには、リモート・リンク(ネットワーク・リンク)が使用されます。

Oracle Data Pumpの初期ロードによるオンライン・デプロイメント時には、Oracle GoldenGate Studioにより、ターゲット・データベースでPL/SQLプロシージャが起動されます。このPL/SQLブロックにより、ソースからデータをコピーするデータベース・リンク、ソース・データベースのSCN、起動されるパラレル・スレッドの数、およびこのアクティビティをログに記録するためのログ・ファイルが指定されて、Oracle Data Pumpジョブが起動されます。ソース・データベースのSCNとログ・ファイル名はOracle GoldenGate Studioによって設定されますが、「Database Link」と「Parallel」の値は構成画面に指定する必要があります。Oracle GoldenGate Studioでは、DATA_PUMP_DIRディレクトリを使用してログ・ファイルが作成されるため、このディレクトリもターゲット・データベースに作成しておく必要があります。Oracle Data Pump表に、Oracle Data Pumpジョブの現在の状態が表示されます。「View Activity Log」をクリックすると、ODPジョブのOGG_LOGログ・ファイルの内容を表示できます。

CDCキャプチャとReplicatのプロセスも並行してOracle GoldenGateにデプロイされます。キャプチャ・プロセスは、Oracle Data Pumpの進行中のオンライン・トランザクションをキャプチャするために起動されます。Oracle GoldenGate StudioはOracle Data Pumpジョブが完了するのを待機します。Oracle Data Pumpジョブの完了後、「Start Replicat」オプションが選択されている場合は、この特定のプロセスの「Oracle Data Pump」ページに表示される関連SCN番号を指定したReplicatプロセスがOracle GoldenGate Studioにより開始されます。そうでない場合は、「Oracle Data Pump」ウィンドウの「Start CDC Replicat」をクリックしてプロセスを手動で開始する必要があります。

Oracle GoldenGateでデプロイメントを完了した後、Oracle Data Pumpが完了する前にOracle GoldenGate Studioをシャットダウンした場合は、「Oracle Data Pump」ページの「Start CDC Replicat」をクリックするか、「Oracle Data Pump」ページに表示されるSCNを使用して「Start with..」をクリックし、Replicatを手動で開始する必要があります。

ドロップダウン・リストから「Replication Paths」を選択して、「Not Started」、「Running」、「Error」、「Finished」および「Replicat Started」をステータスとして選択できます。ステータスが表形式で表示されます。また、ツールバーを使用して、CDC Replicatの検索と開始、アクティビティ・ログの表示、表のリフレッシュ、追加の表の列の追加や削除を実行できます。

次に示す表の列がデフォルトで表示されます。

	
Replication Paths


	
Start Time


	
End Time


	
SCN


	
Status


	
% Complete


	
Time Remaining




Oracle Data Pumpの実行中は、「Time Remaining」列が空になる場合があります。これは、製品の通常の機能とは関係がありません。

「Oracle Data Pump」ウィンドウが次のように表示されます。

[image: 「Oracle Data Pump」ウィンドウ]











6 セキュリティの管理


この章では、Oracle GoldenGate Studioを使用してレプリケーションのセキュリティを管理する方法について説明し、内容は次のとおりです。

	
Oracle GoldenGate Studioでのセキュリティの理解


	
セキュリティ・ナビゲータの使用












6.1 Oracle GoldenGate Studioでのセキュリティの理解


セキュリティ・ナビゲータは、Oracle GoldenGate Studioでセキュリティの管理に使用されます。これは、ユーザーの作成、パスワードの管理およびアカウント失効日の設定にも使用します。スーパーバイザや管理者およびスーパーバイザ以外がOracle GoldenGate Studioのユーザーになれます。RCUを使用して作成できるSUPERVISORアカウントは1つのみです。スーパーバイザ以外のユーザーは、「Security Navigator」ウィンドウにアクセスできません。

セキュリティ・ナビゲータは次のように表示されます。


図6-1 セキュリティ・ナビゲータ

[image: セキュリティ・ナビゲータ]









6.2 セキュリティ・ナビゲータの使用



セキュリティ・ナビゲータを使用できるのは、リポジトリの作成時にアカウントが作成されるSUPERVISOR権限があるユーザーのみです。スーパーバイザ以外のアカウントは、「OGG」メニューの「Change Password」メニュー・オプションを使用して自分のパスワードのみを変更できます。

セキュリティ・ナビゲータでは、次のタスクを実行できます。







6.2.1 新しいユーザーの追加



新しいユーザーを追加するには、次の手順を実行します。




	ユーザー・ボタンをクリックし、「New User」を選択します。
	「Change Password」をクリックして、「New Password」を入力し、同じパスワードを「Confirm Password」に入力します。「Allow Expiration Date」を設定して、パスワード失効日を設定することもできます(省略可能)。これを設定すると、失効日より後のログインでユーザーがパスワードを変更する必要があります。
	ツールバーの「Save」ボタンをクリックします。



「Change Password」ダイアログが次のように表示されます。


図6-2 「Change Password」ダイアログ

[image: 「Change Password」ダイアログ]



注意:

「Account Expiration」の「Allow Expiration Date」を設定すれば、失効日より後にユーザーが製品を使用できなくなります。これは、「Change User Password」ダイアログの「Allow Expiration Date」とは異なります。


注意:

SUPERVISORユーザーに失効日を設定する場合は注意が必要です。失効すると、SUPERVISORユーザー・アカウントを再び有効にできません。









6.2.2 既存のユーザーの変更



既存のユーザーを変更するには、次の手順を実行します。




	ユーザーを右クリックし、「Open」を選択します。
	「Name」のユーザー名を変更します。
	「Change Password」をクリックして、新しいパスワードと失効日(省略可能)を入力します。
	ツールバーの「Save」ボタンをクリックします。




注意:

このオプションを使用できるのは、SUPERVISOR権限があるユーザーのみです。これは赤いアイコンによって識別されます。スーパーバイザ以外のユーザーは緑のアイコンで識別されます。









6.2.3 ユーザーの削除



既存のユーザーを削除するには、次の手順を実行します。




	ユーザーを強調表示にして右クリックし、「Delete」を選択します。
	確認のダイアログ・ボックスで、「Yes」をクリックします。




注意:

スーバーバイザ権限があるユーザーは、スーパーバイザ権限がないすべてのユーザーを削除できます。SUPERVISORアカウントは削除できません。













7 トラブルシューティング


この章では、よくある問題と、その対処方法について説明します。

	
ドッキング・ウィンドウの配置


	
GoldenGate Studio使用中のパフォーマンスの問題


	
Oracle GoldenGate Studioの権限の問題


	
生成されたコードの構文エラー


	
リソースを追加できない












7.1 ドッキング・ウィンドウの配置



問題: プロジェクト・ナビゲータ、コンポーネント・パレットなど、複数のドッキング・ウィンドウの配置が正しくなく、メインのアプリケーション・ウィンドウに正しくはまらない。

解決策: 「Window」メニューに移動し、「Reset Windows To factory Settings」をクリックします。











7.2 GoldenGate Studio使用中のパフォーマンスの問題



問題: Oracle GoldenGate Studioを使用していると、パフォーマンスが著しく低下する。

解決策: リポジトリが同じLANにインストールされていることを確認してください。











7.3 Oracle GoldenGate Studioの権限の問題



問題: SUPERVISORユーザーのみにオブジェクト・レベルの権限がある。

解決策: 同じオブジェクト・セットに対する競合を避けるために、プロジェクトとソリューションで同じオブジェクトを誰が操作するかは、慎重に計画してください。











7.4 生成されたコードの構文エラー



問題: 構文エラーがある。

解決策: デプロイメント・プロファイルに割り当てられたデータ・サーバーのバージョンとデータベース値をチェックします。生成されるコードは、割り当てられたデータ・サーバーと互換性がない場合があります。

次に、コードをOracle GoldenGateコア製品で正常に解析できるかどうかをチェックします。構文をそのツールで正常に解析できる場合、Oracle GoldenGate Studioとコア・ファイルは互換性があります。

正常に解析されず、それでもマッピング構文にエラーがない場合は、Oracleサポートに連絡してください。











7.5 リソースを追加できない



問題: ドラッグ・アンド・ドロップでリソースを追加できない。

解決策: リソースを正しいターゲットにドロップしており、「Mapping Group to Deployment Profile」リンクではなく正しいソリューション・エディタ・リンクにドロップしていることを確認してください。物理リソースを追加できるのは、デプロイメント・プロファイル・ビューのみです。Big Data SystemおよびTeradataはターゲット専用データベースです。ターゲット専用データベースをソース・データベースとしてマッピング・エディタにドラッグアンドドロップできます。これが可能なのは、マッピングは論理的な概念であり、Oracle GoldenGate Studioで確認が実行されないためです。











A 概念と用語


この付録の表には、Oracle GoldenGate Studioの製品およびドキュメントで使用される概念と用語をまとめました。




	用語	説明
	
適用

	
証跡ファイルでキャプチャされた変更をターゲット・データ・サーバーに書き込む、Oracle GoldenGateプロセスの1つ。


	
AutoMap

	
スキーマ、表および列名、データ型のパターン・マッチングに基づいて、マッピングの推奨を作成する機能。


	
双方向

	
ソースとターゲットが1つずつで、レプリケーション・パスが双方向であるソリューション・テンプレートの名前。


	
ビジネス・エンティティ

	
企業またはエージェンシーのアクティビティを記録するデータの論理表現。通常は、製品またはサービスの販売、配布または展開。


	
キャプチャ

	
変更データに関する記録を、ソース・システム(データベースまたはJMSキュー)からバイナリ・ファイル(証跡)に書き込む、Oracle GoldenGateプロセスの1つ。


	
CDR

	
競合の検出および解決。双方向のアクティブ-アクティブ・ソリューションで通常使用される、エラー検出およびレスポンス・ロジックの特定のユースケース。


	
列マッピング

	
2つの表または他のデータ・エンティティの間の列とフィールドのマッピング。


	
競合検出

	
エラー検出の特定のユースケース。


	
競合解決

	
エラー・レスポンスの特定のユースケース。


	
接続

	
データ・サーバーまたはOracle GoldenGateインスタンスへのアタッチに使用される情報。


	
統合

	
多くのソースが1つのターゲットにマップされるソリューション・テンプレートの名前。


	
資格証明ストア

	
Oracle GoldenGateの資格証明ストアはユーザーIDおよびその暗号化されたパスワード(ともにcredentialsと呼ばれます)を管理します。これらはOracle GoldenGateプロセスにより使用され、ローカル・データベースと対話します。


	
データ・エンティティ

	
通常は表ですが、順序など複製可能な任意のデータ・オブジェクトで、プロシージャのように複製される論理は除きます。


	
データ・サーバー

	
最も一般的にはデータベースですが、任意の外部(GoldenGate外)ソースや、データのターゲット(JMSなど)の場合もあります。これらには、複製されるデータ・エンティティ(表など)の情報と、データに影響する手続き上の論理(トリガーやプロシージャなど)の情報が含まれます。ソースまたはターゲットとして使用できます。


	
データ・サーバーのログイン資格証明

	
データ・サーバーにアクセスするユーザー名とパスワード。


	
DDL

	
データベースなどの間で複製できるデータ定義言語の文。


	
デプロイメント

	
1つ以上のプロファイルを含む論理設計に結び付いた物理アーキテクチャ。


	
デプロイメント・アシスタント

	
物理的なデプロイメントの作成をユーザーに案内し、レプリケーション・パスへのGoldenGateの割当てを許可して、初期ロードの実行など追加のデプロイメント・オプションを提供する一連のダイアログ・ボックス。


	
デプロイメント履歴

	
デプロイメントの履歴マニフェストを含み、プロジェクト、ソリューション、デプロイメントまたは1つのデプロイメント・プロファイルのコンテキストで表示できます。


	
デプロイメント・プロファイル

	
特定プロセスの物理アーキテクチャと物理プロパティ(その名前、動作オプション、環境設定)。論理設計を物理アーキテクチャに結び付ける詳細情報を含みます。


	
デプロイメント・テンプレート

	
データ・サーバー、GoldenGateインスタンス、ホストの物理的な関係。


	
説明

	
プロジェクト、ソリューション、デプロイメントの名前と説明を含むテキスト・フィールド。


	
分散

	
ソースが1つで、ターゲットが複数のソリューション・テンプレートの名前。


	
ドキュメント・タブ

	
インタフェースの上部に並ぶタブで、ソリューション、ライブラリ・マッピング、ライブラリ・ロジックが表示されます。


	
エディタ・タブ

	
インタフェースの下部にあるタブで、ドキュメント・タブに従います。


	
例外マッピング

	
プライマリ・マッピングでエラーが発生したときにのみ呼び出される、1つ以上の補助マッピング。


	
フィルタ

	
行を省略するルールを定義するマッピングのコンポーネント。


	
フォルダ

	
マッピング、ロジック、接続など関連するオブジェクトを選択し、視覚的に編成するためのインタフェース構造。


	
ファンクション

	
Oracle GoldenGateの組込みロジック構造。変更データまたはメタデータに対して機能し、列データが変換、包含、除外されます。式エディタで使用されます。


	
Oracle GoldenGateエージェント

	
最小限の管理機能でOracle GoldenGateインスタンスを監視するための、負荷の高いエージェント。


	
Oracle GoldenGateギャラリ

	
Oracle GoldenGate Studioのプロジェクト、ソリューション、デプロイメントおよび接続の作成をユーザーに案内する一連のダイアログ・ボックス。


	
Oracle GoldenGateインスタンス

	
リソース・ナビゲータで使用できる、Oracle GoldenGateインスタンスの接続情報。


	
Oracle GoldenGateプロセス

	
GoldenGateインスタンスの一部であり、データのキャプチャ、変換、変更、適用に使用されるプロセスおよびサービス。


	
ハブおよびスポーク

	
ソリューション・テンプレートの名前。車輪のように配置された接続で構成される分散データ・モデルで、すべてのトラフィックは中央のハブに接続されたスポークに沿って動きます。


	
初期ロード

	
変更を適用する前のシステム間におけるデータのコピー。


	
ライブラリ

	
複数のソリューションまたはプロジェクトで使用できる共有マッピングまたはロジック・コードのコレクション。


	
ロジック・ライブラリ

	
複数のソリューションまたはプロジェクトで使用でき、マッピングとエラー処理に使用されるロジック・コード。


	
ロジック・デザイン

	
接続されたレプリケーション・パスがある1つ以上のデータ・サーバー。


	
マッピング・ライブラリ

	
複数のソリューションまたはプロジェクトで使用できるマップのコレクション。


	
マッピング/マップ

	
1つ以上のデータ・エンティティを別のデータ・エンティティに、または1つ以上の文をデータ・サーバーに割り当てること。


	
マッピング

	
ローカル・ソリューション間では共有されないデータ・エンティティ、文、関連ロジックのマッピングを含む第1レベルの構造体。


	
概要

	
ソリューションにおけるエディタ・レベルのタブの名前。ソリューションの概要レベルの情報を提供し、アクセス権を制御します。


	
パラメータ

	
データのレプリケーションおよびロード時に使用されるOracle GoldenGateプロセスのランタイム動作に関係する構成項目すべてのセット。複数の領域に分類され、最も重要なのがマッピング・ロジックに関するものです。


	
プロジェクト

	
Oracle GoldenGateソリューションを含む最上位のオブジェクト。


	
プロジェクト・ウィザード

	
新しいプロジェクトの作成をユーザーに案内する一連のダイアログ・ボックス。


	
プロジェクト・ナビゲータ

	
Oracle GoldenGate Studioのプロジェクトを選択する際に使用するインタフェース。


	
プロパティ・インスペクタ

	
選択したアーティファクトの属性を示し、その属性を変更、追加、削除できます。


	
レプリケーション・パス

	
データ・サーバーを移動する変更データの方向を示すパス。2つのデータ・サーバーにはゼロから2つのダイレクト・レプリケーション・パス接続がありますが、双方向は1つだけです。


	
レプリケーション・ソース

	
データの読取り、コピー、転送の元になるデータ・サーバー。


	
リソース

	
データ・サーバー、Oracle GoldenGate接続、およびマッピング・ライブラリ。


	
リソース割当て

	
物理リソースを割り当てること。


	
リソース・ナビゲータ

	
Oracle GoldenGate Studioのリソースを選択する際に使用するインタフェース。


	
スキーマ・マッピング

	
スキーマと表のマッピング。


	
セキュリティ・ナビゲータ

	
Oracle GoldenGate Studioのセキュリティ・オプションを選択する際に使用するインタフェース。


	
ソリューション

	
レプリケーション設計を表す、デプロイ可能なオブジェクト。設計ビューでは、データ・サーバー、レプリケーション・パス、マッピングおよび論理設計を記述します。デプロイメント・プロファイルには、物理設計に伴うリソース割当てを記述します。ソリューションには、複数のデプロイメント・プロファイルが含まれます。1つのソリューション設計は、それぞれにデプロイメント・プロファイルを作成して、任意の数の物理システムにデプロイできます。


	
ソリューション・ウィザード

	
新しいソリューションの作成をユーザーに案内する一連のダイアログ・ボックス。一般的なソリューション・テンプレートのメニューを提供し、ユーザーが既存のマッピングを追加でき、データ・サーバー接続と論理設計を結び付け、最終的にマッピング・ライブラリからのマッピングを追加できます。


	
ソリューション・ナビゲータ

	
Oracle GoldenGate Studioのソリューション、マッピング、ロジックおよびデプロイメントを選択する際に使用するインタフェース。


	
ソリューション・テンプレート

	
事前構成されたソリューション・テンプレートが用意されています。


	
構造パネル

	
概要レベルのナビゲーションで提供される以上の詳細情報を提供する補助のナビゲータ。


	
ターゲット

	
データの書込み先であるデータ・サーバー。


	
証跡

	
Oracle GoldenGateによってキャプチャされるキューおよび読取りに使用されるバイナリ・ファイルの連続セット。


	
単方向

	
1つのソースが1つのターゲットに複製されるソリューション・テンプレートの名前。


	
ウォレット

	
暗号鍵を格納するために使用され、保管および移動中のデータの暗号化および復号化する際にOracle GoldenGateプロセスによって管理および使用される、Digital Oracleウォレット。















B プロパティ・インスペクタのオプションと、Oracle GoldenGateのコマンドおよびパラメータとの関係


この付録では、プロパティ・インスペクタで各種のオプションを選択したときに実行されるOracle GoldenGateのコマンドとパラメータの相関関係について説明し、内容は次のとおりです。

	
コマンドとオプション


	
パラメータ・カテゴリ名


	
測定単位


	
対照


	
Oracle GoldenGateのその他のパラメータ/オプション




Oracle GoldenGateのすべてのコマンドおよびパラメータの詳細は、『Oracle GoldenGate Oracle GoldenGateリファレンスfor Windows and UNIX』に記載されており、その機能については『Oracle Fusion Middleware Oracle GoldenGateの管理for Windows and UNIX』で説明されています。









B.1 コマンドとオプション



この項では、Oracle GoldenGateのコマンドと指定するオプションをリストします。







B.1.1 ADD EXTRACTコマンド



ADD EXTRACTコマンドの詳細は、『Oracle GoldenGate Oracle GoldenGateリファレンスfor Windows and UNIX』を参照してください。







	ADD EXTRACTコマンド	Oracle GoldenGate Studioのラベル
	

ADD EXTRACT 

	
Add Extract


	

SOURCEISTABLE 

	
Table


	

TRANLOG 

	
Transaction Log


	

INTEGRATED TRANLOG 

	
Integrated Capture Mode


	

VAM 

	
Vendor Access Module


	

EXTFILESOURCE 

	
Source File Name


	

EXTTRAILSOURCE 

	
Source Trail Name


	

VAMTRAILSOURCE 

	
VAM Trail Name


	

BEGINNOW 

	
Now


	

EXTSEQNO 

	
At Sequence Number


	

EXTRBA 

	
Relative Byte Address


	

EOF 

	
End of Log File


	

LSN 

	
LSN


	

EXTRBA 

	
Relative Byte Address


	

PAGE 

	
Page


	

ROw

	
ROW


	

SEQNO 

	
Sequence Number


	

SCN 

	
System Change Number


	

THREADS 

	
Threads


	

PASSIVE 

	
Passive


	

PARAMS 

	
Parameter File


	

REPORT 

	
Report File


	

DESC 

	
Description













B.1.2 ADD REPLICATコマンド



ADD REPLICATコマンドの詳細は、『Oracle GoldenGate Oracle GoldenGateリファレンスfor Windows and UNIX』を参照してください。







	ADD REPLICATオプション	Oracle GoldenGate Studioのラベル
	

ADD REPLICAT 

	
Add Replicat


	

INTEGRATED 

	
Integrated


	

COORDINATED

	
Coordinated


	

MAXTHREADS

	
Max Threads


	

SPECIALRUN 

	
Special Run


	

EXTFILE 

	
Extract File


	

EXTTRAIL 

	
Extract Trail


	

BEGIN 

	
Begin


	

NOW 

	
Now


	

EXTSEQNO 

	
Sequence Number


	

EXTRBA

	
Relative Byte Address


	

CHECKPOINTTABLE 

	
Checkpoint Table


	

NODBCHECKPOINT 

	
No Checkpoint Table


	

PARAMS 

	
Parameter File


	

REPORT 

	
Report File


	

DESC 

	
Description













B.1.3 ADD EXTTRAILコマンド



ADD EXTRAILコマンドの詳細は、『Oracle GoldenGate Oracle GoldenGateリファレンスfor Windows and UNIX』を参照してください。







	ADD EXTTRAILオプション	Oracle GoldenGate Studioのラベル
	

ADD EXT TRAIL 

	
Add Extract Trail


	

EXTRACT 

	
Extract


	

MEGABYTES 

	
Megabytes


	

SEQNO 

	
Sequence Number













B.1.4 ADD RMTTRAILコマンド



ADD RMTTRAILコマンドの詳細は、『Oracle GoldenGate Oracle GoldenGateリファレンスfor Windows and UNIX』を参照してください。







	ADD RMTTRAILオプション	Oracle GoldenGate Studioのラベル
	

ADD RMTTRAIL 

	
Add Remote Trail


	

EXTRACT 

	
Extract


	

MEGABYTES 

	
Megabytes


	

SEQNO 

	
Sequence Number













B.1.5 REGISTER EXTRACTコマンド



REGISTER EXTRACTコマンドの詳細は、『Oracle GoldenGate Oracle GoldenGateリファレンスfor Windows and UNIX』を参照してください。







	REGISTER EXTRACTオプション	Oracle GoldenGate Studioのラベル
	

REGISTER EXTRACT 

	
Register Extract


	

DATABASE 

	
Database


	

CONTAINER 

	
Container


	

ADD CONTAINER 

	
Add Container


	

DROP CONTAINER 

	
Drop Container


	

LOGRETENTION 

	
Log Retention


	

SCN 

	
System Change Number













B.1.6 START EXTRACTコマンド



START EXTRACTコマンドの詳細は、『Oracle GoldenGate Oracle GoldenGateリファレンスfor Windows and UNIX』を参照してください。







	Start Extractコマンド	Oracle GoldenGate Studioのラベル
	

START EXTRACT 

	
Start Extract


	

ATCSN 

	
At CSN


	

AFTERCSN 

	
After CSN













B.1.7 START REPLICATコマンド



START REPLICATコマンドの詳細は、『Oracle GoldenGate Oracle GoldenGateリファレンスfor Windows and UNIX』を参照してください。







	Start Replicatコマンド	Oracle GoldenGate Studioのラベル
	

START REPLICAT 

	
Start Replicat


	

SKIPTRANSACTION 

	
Skip Transaction


	

ATCSN

	
At CSN


	

AFTERCSN

	
After CSN


	

FILTERDUPTRANSACTIONS 

	
Filter duplicate Transactions


	

THREADS 

	
Threads













B.1.8 ADD TRANDATAコマンド



Trandataコマンドの詳細は、『Oracle GoldenGate Oracle GoldenGateリファレンスfor Windows and UNIX』を参照してください。







	サプリメンタル・ロギング追加のコマンド	Oracle GoldenGate Studioのラベル
	

ADD SCHEMATRANDATA

	
Enable Schema Supplemental Logging


	

ALLCOLS 

	
Logging Columns


	

ALLOWNONVALIDATEDKEYS

	
Allow Non-Validated Keys


	

ADD TRANDATA 

	
Enable Table Supplemental Logging


	

COLS 

	
Logging Columns


	

NOKEY 

	
Suppress primary key columns


	

INCLUDELONG 

	
Include LONGVAR columns


	

EXCLUDELONG 

	
Exclude LONGVAR columns

















B.2 パラメータ・カテゴリ名





	オプション
	
Add Extract Options


	
Add Replicat Options


	
Extract Registration


	
Globals


	
General


	
Environment Variables


	
Include


	
Port Management


	
Process Management


	
Event Management


	
Maintenance


	
Processing Method


	
Selection, Converting and Mapping Data


	
Routing Data


	
Formatting Data


	
Custom Processing


	
Reporting


	
Tuning


	
Error Handling


	
Rep Error


	
Security


	
Other


	
Advanced


	
Start Extract Options


	
Start Replicat Options


	
Supplemental Logging









パラメータ・カテゴリの詳細は、Oracle GoldenGateリファレンス・ガイドを参照してください。











B.3 測定単位





	単位	オプション
	

MS 

	
Millisecond


	

CS 

	
Centisecond


	

CSEC 

	
Centisecond


	

CSECS 

	
Centiseconds


	

S 

	
Second


	

SEC 

	
Second


	

SECOND 

	
Second


	

SECS 

	
Seconds


	

SECONDS 

	
Seconds


	

M 

	
Minute


	

MIN 

	
Minute


	

MINUTE 

	
Minute


	

MINS 

	
Minutes


	

MINUTES 

	
Minutes


	

H 

	
Hour


	

HR 

	
Hour


	

HOUR 

	
Hour


	

HOURS 

	
Hours


	

D 

	
Day


	

DAY 

	
Day


	

DAYS 

	
Days


	

WEEK 

	
Week


	

WEEKS 

	
Weeks


	

K 

	
Kilobyte


	

KB 

	
Kilobyte


	

MB 

	
Megabyte


	

G 

	
Gigabyte


	

GB 

	
Gigabyte















B.4 対照





	Oracle GoldenGateのパラメータ/オプション	Oracle GoldenGate Studioのラベル
	

batchsql.nobatcherrormode 

	
No Batch Error Mode


	

batchsql.nobypasspkcheck 

	
Don't Bypass PK Check


	

batchsql.nocheckuniquekeys 

	
Don't Check Unique Keys


	

batchsql.noerrorhandling 

	
No Error Handling


	

bulkload.nologging 

	
Disable Redo Logging


	

bulkload.noparallel 

	
Disable Parallel Loading


	

dboptions.noallowlobdatatruncate 

	
Disallow LOB Truncation


	

dboptions.noallowunusedcolumn 

	
Disallow Unused Columns


	

dboptions.nocatalogconnect 

	
No Separate Catalog Connection


	

dboptions.nofetchlobs 

	
Disallow LOB Fetching


	

dboptions.nolimitrows 

	
Don't Limit Rows


	

dboptions.noreparselobsql 

	
Don't Reparse LOB SQL


	

dboptions.noshowwarnings 

	
Don't Log Warnings


	

dboptions.noskiptemplob 

	
Don't Skip Temp LOB


	

dboptions.nospthread 

	
No Separate Connection For Stored Procedures


	

dboptions.nosuppresstriggers 

	
Don't Suppress Triggers


	

ddloptions.CROSSRENAME 

	
Cross Rename


	

ddloptions.ignoreapplops 

	
Ignore Application Operations


	

ddloptions.ignorereplicates 

	
Ignore Replicat Transactions


	

ddloptions.nomapderived 

	
Disallow Derived Name Mapping


	

ddloptions.noreplicatepassword 

	
Don't Replicate Password


	

ddloptions.noreport 

	
Don't Log DDL Operations To Report File


	

disableheartbeat 

	
Disable Heartbeat


	

disableheartbeattable 

	
Disable Heartbeat Table


	

disablenewmanager 

	
Disable New Manager


	

extfile.no_objectdefs 

	
No Object Definitions


	

exttrail.no_objectdefs 

	
No Object Definitions


	

fetchoptions.nodetaileddiagnostics 

	
No Detailed Diagnostics


	

fetchoptions.nodiagnosticsonall 

	
No Diagnostics On All


	

fetchoptions.nousediagnostics 

	
Don't Use Diagnostics


	

fetchoptions.nousekey 

	
Don't Use Key


	

fetchoptions.nouselatestversion 

	
Don't Use Latest Version


	

fetchoptions.nouserowid 

	
Don't Use Row ID


	

fetchoptions.nousesnapshot 

	
Don't Use Snapshot


	

fetchoptions.suppressduplicates 

	
Suppress Duplicates


	

formatascii._noind 

	
No Ind


	

formatascii._noop 

	
No Op


	

formatascii._nots 

	
No TS


	

formatascii.nonames 

	
Exclude Column Names


	

formatxml.noinlineproperties 

	
Write Properties Outside XML Tab


	

formatxml.notrans 

	
Exclude Commit Markers


	

ignorealters 

	
Ignore Alters


	

ignoreapplops 

	
Ignore Application Operations


	

ignorecreates 

	
Ignore Creates


	

ignoredeletes 

	
Ignore Deletes


	

ignoredrops 

	
Ignore Drops


	

ignoreinserts 

	
Ignore Inserts


	

ignorereplicates 

	
Ignore Replicat Transactions


	

ignoretruncates 

	
Ignore Truncates


	

ignoreupdateafters 

	
Ignore Update After Images


	

ignoreupdatebefores 

	
Ignore Update Before Images


	

ignoreupdates 

	
Ignore Updates


	

map.nohandlecollisions 

	
Don't Handle Collisions


	

map.noinsertappend 

	
Don't Insert Append


	

map.noinsertmissingupdates 

	
Don't Insert Missing Updates


	

map.nomapinvisiblecolumns 

	
Don't Map Invisible Columns


	

map.notrimspaces 

	
Don't Trim CHAR to VARCHAR Trailing Spaces


	

map.notrimvarspaces 

	
Don't Trim VARCHAR to CHAR Trailing Spaces


	

no_use_traildefs 

	
Don't Use Trail Definitions


	

noallowduptargetmap 

	
Don't Allow Duplicate Target Map


	

noallowlargefloat 

	
Don't Allow Large Float


	

noallownoopupdates 

	
Don't Allow No-Operation Updates


	

noapplynoopupdates 

	
Don't Apply No-Operation Updates


	

noassumetargetdefs 

	
Don't Assume Target Definitions


	

noauditreps 

	
Don't Audit Replicats


	

nobinarychars 

	
Don't Use Binary Characters


	

nocachenullablecols 

	
Don't Cache Nullable Columns


	

nocharsetconversion 

	
Disable Character Set Conversion


	

nochecksequencevalue 

	
Don't Check Sequence Values


	

nocomplexnullcond 

	
No Complex Null Conditions


	

nocompressdeletes 

	
No Compress Deletes


	

nocompressupdates 

	
No Compress Updates


	

nodeletelogrecs 

	
Don't Delete Log Records


	

nodynamicresolution 

	
No Dynamic Resolution


	

nodynsql 

	
No Dynamic SQL


	

nofilterdups 

	
Don't Filter Duplicates


	

nohandlecollisions 

	
Don't Handle Collisions


	

noinsertappend 

	
No Insert Append


	

noinsertdeletes 

	
Don't Insert Deletes


	

noinsertmissingupdates 

	
Don't Convert Failed Updates To Inserts


	

noinsertupdates 

	
Don't Insert Updates


	

nolist 

	
Don't List Parameters in Report File


	

nologallsupcols 

	
Don't Capture All Supplementally Logged Columns


	

nomapinvisiblecolumns 

	
Don't Map Invisible Columns


	

nooverridedups 

	
Don't Override Duplicates


	

nopassthru 

	
Disable PassThru


	

nopassthrumessages 

	
Disable PassThru Messages


	

norestartcollisions 

	
Don't Restart Collisions


	

nospacestonull 

	
Don't Convert Spaces to Null


	

notcpsourcetimer 

	
Do Not Compensate For System Clock Differences


	

notrimspaces 

	
Don't Trim CHAR to VARCHAR Spaces


	

notrimvarspaces 

	
Don't Trim VARCHAR to CHAR Spaces


	

noupdatedeletes 

	
Don't Convert Deletes To Updates


	

noupdateinserts 

	
Don't Convert Inserts To Deletes


	

nouseansisqlquotes 

	
Don't Use ANSI SQL Quotes


	

nousededicatedcoordinationthread 

	
Don't Use Dedicated Coordination Thread


	

novarwidthnchar 

	
Don't Treat NCHAR, NVARCHAR2, NCLOB As UTF-16


	

purgeoldextracts.no_use_checkpoints 

	
Don't Use Checkpoints


	

reportcount.norate 

	
Don't Report Rate


	

rmtfile.no_objectdefs 

	
No Object Definitions


	

rmttrail.no_objectdefs 

	
No Object Definitions


	

showsyntax.apply 

	
Apply


	

statoptions.noreportdetail 

	
No Operation Statistics


	

statoptions.noreportfetch 

	
Don't Fetch Statistics


	

statoptions.noresetreportstats 

	
Don't Reset Report Statistics


	

table.notrimspaces 

	
Don't Trim CHAR to VARCHAR Spaces


	

table.notrimvarspaces 

	
Don't Trim VARCHAR to CHAR Spaces


	

trail_seqlen_6d 

	
Trail Sequence Length 6 digits


	

tranlogoptions._noarchivedlogonly 

	
Don't Read Only From Archived Logs


	

tranlogoptions.ignoremetadatafromvam 

	
Ignore Metadata From VAM


	

tranlogoptions.noapifilter 

	
No API Filter


	

tranlogoptions.nocompletearchivedlogonly 

	
No Complete Archived Log


	

tranlogoptions.nogetctasdml 

	
Don't Get CTAS DML


	

tranlogoptions.nomanagesecondarytruncationpoint 

	
Manage Secondary Truncation Point


	

tranlogoptions.nominefromactivedg 

	
Don't Mine From Active Data Guard


	

tranlogoptions.nominefromsnapshotstby 

	
Don't Mine From Standby Snapshots


	

tranlogoptions.noprepareforupgradetoie 

	
Don't Prepare For Upgrade To Integrated Extract


	

tranlogoptions.nopurgeorphanedtransactions 

	
Don't Purge Orphaned Transactions


	

tranlogoptions.nousenativeobjsupport 

	
Don't Use Native Object Support


	

tranlogoptions.nouseprevresetlogsid 

	
Don't Use Previous Reset Log SID


	

tranlogoptions.nouserexit 

	
No Userexit















B.5 Oracle GoldenGateのその他のパラメータ/オプション





	Oracle GoldenGateのパラメータ/オプション	Oracle GoldenGate Studioのラベル
	

a2e 

	
ASCII to EBCDIC


	

accessrule 

	
Access Rule


	

allocfiles 

	
Allocate Memory Structures


	

allowduptargetmap 

	
Allow Duplicate Target Map


	

allowinvisibleindexkeys 

	
Allow Invisible Index Keys


	

allowlargefloat 

	
Allow Large Float


	

allownonvalidatedkeys 

	
Allow Non-Validated Keys


	

allownoopupdates 

	
Allow No-Operation Updates


	

allowoutputdir 

	
Allow Output Directory


	

applynoopupdates 

	
Apply No-Operation Updates


	

asciimixedccsid 

	
ASCII Mixed CCSID


	

asciitoebcdic 

	
ASCII to EBCDIC


	

assumetargetdefs 

	
Assume Target Definitions


	

assumetargetdefs.override 

	
Override Target Defs


	

auditreps 

	
Audit Replicats


	

autorestart 

	
Auto Restart


	

autorestart.er 

	
Extract/Replicat


	

autorestart.extract 

	
Extract


	

autorestart.replicat 

	
Replicat


	

autorestart.resetminutes 

	
Reset Time (mins)


	

autorestart.retries 

	
Retries


	

autorestart.waitminutes 

	
Wait Time (mins)


	

autorestartinterval 

	
Auto Restart Interval


	

autorestartmintime 

	
Auto Restart Minimum Time


	

autostart 

	
AutoStart


	

autostart.er 

	
Extract/Replicat


	

autostart.extract 

	
Extract


	

autostart.replicat 

	
Replicat


	

batchsql 

	
BatchSQL


	

batchsql.batcherrormode 

	
Batch Error Mode


	

batchsql.batchesperqueue 

	
Batches Per Queue


	

batchsql.batchtransops 

	
Operations Per Transaction


	

batchsql.bypasspkcheck 

	
Bypass PK Check


	

batchsql.bytesperqueue 

	
Bytes Per Queue


	

batchsql.checkuniquekeys 

	
Check Unique Keys


	

batchsql.errorhandling 

	
Error Handling


	

batchsql.maxthreadqueuedepth 

	
Max Thread Queue Depth


	

batchsql.numthreads 

	
Number of Threads


	

batchsql.opsperbatch 

	
Operations Per Batch


	

batchsql.opsperqueue 

	
Operations Per Queue


	

batchsql.thread 

	
Thread


	

batchsql.trace 

	
Trace


	

begin 

	
Begin


	

binarychars 

	
Binary Characters


	

bootdelayminutes 

	
Boot Delay (min)


	

bootdelayseconds 

	
Boot Delay (secs)


	

br 

	
Bounded Recovery


	

br.brdir 

	
Directory


	

br.brfsoption 

	
FS Option


	

br.brinterval 

	
Interval


	

br.brkeepstalefiles 

	
Keep Stale Files


	

br.broff 

	
Off


	

br.broffonfailure 

	
Off On Failure


	

bulkload 

	
Bulk Load


	

bulkload.logging 

	
Log To Redo


	

bulkload.noskipallindexes 

	
Enable Index Maintenance


	

bulkload.parallel 
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No User ID
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Memory Structures Initial Number
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ptkcapturetablestats 

	
Capture Table Statistics
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ptktablepollfrequency 
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Frequency Hours


	

purgeddlhistoryalt.frequencyminutes 
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Purge MARKER_HISTORY table


	

purgemarkerhistory.frequencyhours 
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Max Keep Days


	

purgemarkerhistory.maxkeephours 
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Replicat


	

repobackupdir 
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Report
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AES128


	

sourcedb.password.aes192 
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Sysdba
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User ID
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Source Definitions
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Source Timezone


	

spacestonull 
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sqlduperr 

	
SQL Duplicate Error
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On Exit
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startupvalidationdelaycsecs 

	
Startup Validation Delay (csecs)


	

statoptions 

	
Statistic Options
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Sys Log
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syslog.error 

	
Error
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None


	

syslog.warn 

	
Warning
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targetdb 

	
Target DB


	

targetdb.domain 

	
Domain


	

targetdb.dsn 

	
DSN


	

targetdb.encryptkey 

	
Encrypt Key


	

targetdb.libfile 
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Password
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AES128
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AES192


	

targetdb.password.aes256 

	
AES256


	

targetdb.password.blowfish 

	
Blowfish
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Session Character Set


	

targetdb.set 

	
Set
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SQL ID


	

targetdb.sysdba 

	
Sysdba


	

targetdb.thread 

	
Threads


	

targetdb.userid 

	
User ID


	

targetdb.useridalias 

	
User Alias
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Target Definitions
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tcpsourcetimer 

	
Compensate For System Clock Differences
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Thread Options


	

threadoptions.eofdelaycsecs 
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Except


	

threadoptions.inqueuesize 
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threadoptions.outqueuesize 

	
Output Queue Size


	

threadoptions.processthreads 

	
Process Threads


	

threadoptions.select 

	
Select


	

threadoptions.stacksize 

	
Stack Size


	

tltrace 

	
Transaction Log Trace


	

tltrace.data 
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tltrace.ddl 

	
DDL


	

tltrace.debug 

	
Debug


	

tltrace.file 

	
File


	

tltrace.level 

	
Level


	

tltrace.pause 

	
Pause


	

trace 

	
Trace
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traceapi 

	
Trace API


	

tracetable.0 
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Trail Byte Order
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Transaction Log Options
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ADG Apply Check Frequency


	

tranlogoptions.adgretrycount 

	
ADG Retry Count


	

tranlogoptions.adgtimeout 

	
ADG Timeout
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Alt Archive Log Format


	

tranlogoptions.altarchivelogdest 
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AES256


	

tranlogoptions.asmuser.asmpassword 
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Encrypt Key
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Sysdba
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このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、Oracle Corporationおよびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

商標と登録商標について

OracleおよびJavaはオラクルおよびその関連会社の登録商標です。その他の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に別段の定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

Pre-General Availability (一般提供前)版のドキュメントについて

このドキュメントがPre-General Availability (一般提供前)版の場合:

このドキュメントはPre-General Availability (一般提供前)版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。Oracle Corporationおよびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。

非公開のPre-General Availability (一般提供前)版のドキュメントについて

このドキュメントが非公開のPre-General Availability (一般提供前)版の場合:

このドキュメントに含まれる情報は、情報の共有のみを目的としたものであって、顧客諮問委員会(Customer Advisory Board)のメンバーとしてのお客様の立場でのみ、またはお客様のPre-General Availability Trial Agreement (Pre-GAトライアル契約)のみに従って検討されるべきものとします。マテリアル、コード、または機能の提供をお約束するものではなく、購入決定を行う際の判断材料とすべきではありません。このドキュメントに記載されている特徴または機能の開発、リリースおよび時期については、オラクルの裁量により決定されます。

このドキュメントには、ソフトウェアまたは印刷物などの形式を問わず、オラクルが独占的な権利を有する財産的情報が含まれています。この機密資料へのアクセスと使用は、お客様とオラクルとの間で締結され、お客様が遵守に同意した、Oracle Master Agreement、Oracle License and Oracle Services Agreement (オラクル・ライセンスおよびサービスに関する契約書)、Oracle Partner Network Agreement、Oracle Distribution Agreementまたはその他のライセンス契約の条件に従うものとします。このドキュメントとその内容の開示、コピー、複製および配布には、オラクルによる事前の承諾を必要とします。このドキュメントはライセンス契約の一部となるものではなく、オラクルおよびその子会社や関連会社との契約を構成するものではありません。

ドキュメントのアクセシビリティ

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。
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